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新
見
正
路
覚
書　
『
打
聞
』

写
真
１

写
真
２

写
真
３



（
大
沼
　
宜
規
）

お
お
ぬ
ま
　
　
よ
し
き

　
　
　
　
新
見
正
路
覚
書
『
打
聞
』
　

　
新
見
正
路
（
一
七
九
一
―
一
八
四
八
）
は
、
大
坂
西
町
奉
行
と
し
て
活
躍
、
後
に
は
御
側
御
用
取
次
（
将
軍
と
老
中
と
の
連
絡
役
）
と
し

て
天
保
改
革
の
推
進
に
一
役
買
っ
た
能
吏
で
あ
る
。
一
方
で
、
大
坂
赴
任
を
和
漢
の
善
本
入
手
の
好
機
と
喜
ぶ
愛
書
家
で
も
あ
り
、
蔵
書

は
「
賜
蘆
文
庫
」
と
し
て
名
高
い
。
貴
重
書
の
復
刻
も
手
が
け
、
歌
文
に
も
長
じ
た
、
い
わ
ば
文
化
人
旗
本
で
あ
っ
た
。

　
掲
出
本
は
新
見
正
路
の
自
ら
集
め
記
し
た
覚
書
。
七
冊
中
、
第
一
冊
か
ら
第
四
冊
は
外
題
等
に
よ
り
文
政
五
年
か
ら
七
年
頃
に
か
け
て

の
、
第
五
冊
、
第
六
冊
は
収
載
記
事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
文
化
一
四
〜
五
年
頃
、
天
保
年
中
の
も
の
と
分
か
る
。
聞
書
の
こ
と
を
指
す
「
打

聞
」
と
い
う
書
名
の
通
り
、
実
際
の
見
聞
や
目
に
と
ま
っ
た
記
事
を
書
き
留
め
た
も
の
ら
し
い
。
内
容
も
様
々
な
ら
、
記
載
順
序
も
と
り

と
め
が
な
い
。
た
と
え
ば
、
栗
元
瑞
見
「
熊
ノ
説
」
の
次
に
画
賛
の
模
写
数
種
、「
狩
野
古
休
伯
略
伝
　
谷
文
晁
物
語
」、「
火
浣
布
」、
そ

し
て
『
北
夢
瑣
言
』『
新
撰
字
鏡
』『
兼
載
雑
談
』
の
抜
粋
、「
肥
立
と
言
詞
出
所
考
」
等
々
。
江
戸
随
筆
ら
し
い
趣
で
あ
る
。

　
な
か
に
、「
牘
庫
」
印
の
影
写
、「
古
版
大
般
若
経
跋
模
写
」、「
官
庫
群
書
治
要
跋
」
等
、
書
籍
に
関
す
る
記
事
が
多
数
み
ら
れ
る
の
は

愛
書
家
ら
し
い
。
漢
学
者
市
川
寛
斎
が
「
白
氏
文
集
」
に
つ
い
て
、
御
家
人
で
和
学
者
の
屋
代
弘
賢
に
送
っ
た
手
紙
や
、「
白
氏
文
集
」

の
「
弘
賢
本
」「
林
家
本
」「
正
路
本
」「
温
故
堂
本
」
の
各
題
跋
も
書
写
さ
れ
て
い
る
。
写
真
１
右
も
、
閑
室
元
佶
に
よ
る
慶
長
一
八
年
刊

｢

七
書
」
の
跋
文
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
奥
儒
者
成
島
司
直
の
歌
（
写
真
１
左
）
、
正
月
の
江
戸
城
の
歌
会
記
録
、
「
文
政
五
癸
未
年
弥
生
初
の
二
日
於
柳
営
管
弦
目

録
」
な
ど
、
幕
府
や
幕
府
要
人
の
文
化
活
動
の
記
録
が
少
な
く
な
い
の
は
旗
本
ら
し
い
。
ま
た
、「
塙
惣
検
校
追
悼
の
会
」
記
録
や
、
萩

原
宗
固
の
逸
事
な
ど
、
幕
府
に
連
な
る
名
家
の
記
事
も
み
ら
れ
る
。
既
出
の
屋
代
は
と
り
わ
け
よ
く
登
場
し
、
正
月
に
作
成
・
配
布
し
て

い
た
小
刷
物
の
写
し
、「
水
戸
宰
相
殿
屋
代
弘
賢
贈
答
和
歌
」（
写
真
２
左
）
等
々
、
知
を
巡
っ
て
の
身
分
を
越
え
た
交
流
を
う
か
が
わ
せ

る
（
な
お
、
写
真
２
右
は
諺
の
出
典
考
証
「
聖
人
に
夢
な
し
と
い
ふ
事
」）。
写
真
３
は
、
文
化
一
四
年
四
月
二
六
日
に
王
子
金
輪
寺
（
現
在

廃
寺
）
へ
赴
き
展
観
し
た
、
雪
村
筆
「
松
ニ
千
鳥
之
屏
風
」
の
図
。
こ
の
時
の
「
同
観
」
者
も
、
屋
代
、
和
学
者
横
田
袋
翁
、
奥
絵
師
狩

野
晴
川
等
と
当
時
名
の
あ
る
人
び
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
来
訪
に
、
金
輪
寺
住
職
も
短
冊
に
染
筆
を
乞
う
た
ら
し
く
、
横
田
・
屋
代
の
詠

歌
も
記
さ
れ
て
い
る
。
幕
臣
た
ち
の
文
化
を
愛
好
す
る
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
る
資
料
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
当
館
は
、
住
吉
内
記
、
狩
野
晴
川
、
塙
忠
宝
、
檜
山
坦
斎
と
い
っ
た
名
家
所
蔵
の
書
画
を
新
見
が
展
観
し
た
記
録
『
書
画
過
眼

録
』
も
蔵
す
る
。

　
二
四
・
一
×
一
七
・
一
㎝
。（
当
館
請
求
記
号
　
八
三
〇
―
一
四
五
）
　

う
ち
ぎ
き

し
　
ろ

（
本
）
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一

は
じ
め
に

平
成
一
八
年
一
月
二
六
日
、
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
に
お
い

て

｢

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
図
書
館
の
変
革

―
課
題
と
展
望
―｣

と
題
し
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
ア
ブ
デ
ル
ア
ジ
ズ
・
ア
ビ
ド
氏

(

ユ
ネ
ス
コ
情

報
社
会
部
プ
ロ
グ
ラ
ム･

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト)

と
松
村
多
美
子
氏

(

図
書
館
情
報
大
学
名
誉
教
授)
が
講
演
し
た
。
午
後
の
部
で
は

リ
ン
・
ブ
リ
ン
ド
リ
ー
氏

(

英
国
図
書
館
長)

が
講
演
を
行
い
、
続

い
て
、
当
館
か
ら
植
月
献
二

(

総
務
部
企
画
課
電
子
情
報
企
画
室
長)

が
報
告
し
た
。
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
岡
本
真

(
A

ca
d
em

ic
R

eso
u

rce
G

u
id

e

編
集

長)

、
高
野
明
彦

(

国
立
情
報
学
研
究
所
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
研
究
系
教

授)

、
常
世
田
良

(

日
本
図
書
館
協
会
事
務
次
長)

、
長
塚
隆

(

鶴
見

大
学
文
学
部
教
授)

、
山
崎
久
道

(

中
央
大
学
文
学
部
教
授)
の
各

氏
、
当
館
か
ら
は
植
月
献
二
も
加
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
意
見
・
感
想
を
講
演
者
の
方
々
か
ら
い
た

だ
き
、
最
後
に
会
場
と
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

当
日
は
、
約
三
〇
〇
席
の
新
館
講
堂
が
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
。
参

加
者
の
内
訳
は
お
お
よ
そ
図
書
館
関
係
者
が
四
〇
％
、
企
業
・
団
体

関
係
者
が
二
五
％
、
以
下
大
学
関
係
一
五
％
、
官
庁
関
係
一
〇
％
、

そ
の
他
が
一
〇
％
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を

中
心
に
紹
介
す
る
。

二

｢

情
報
社
会
と
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
戦
略｣

ユ
ネ
ス
コ
情
報
社
会
部
プ
ロ
グ
ラ
ム･

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

ア
ブ
デ
ル
ア
ジ
ズ
・
ア
ビ
ド

ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
領
域
は
、
教
育
、
科
学
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
多
岐
に
わ
た
る
。
ユ
ネ
ス
コ
は
、｢

す
べ
て
の
人
の
た
め

の
情
報｣

の
器
と
し
て
の
図
書
館
の
発
展
に
常
に
努
め
て
き
た
。
そ

の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
り
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

開
発
の
遅
れ
て
い
る
国
々
を
技
術
発
展
か

ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
は
世
界
情
報
社
会
サ
ミ
ッ

ト

(

Ｗ
Ｓ
Ｉ
Ｓ)

の
中
で
こ
の
課
題
に
つ

い
て
先
導
し
て
き
た
。
Ｗ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
二
回

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
画
期
的
な
催
し

で
あ
り
、
そ
こ
で
、
万
人
が
情
報
と
知
識
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に
同
等
に
ア
ク
セ
ス
し
、
情
報
知
識
の
平
等
な
共
有
化
を
図
る
こ
と

で
デ
ジ
タ
ル
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
た
。

ユ
ネ
ス
コ
は
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
に
デ
ジ
タ
ル
文
化
遺
産
保
存
憲

章
を
採
択
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
特
記
す
べ
き
は
、
公
共
的
な
デ
ジ

タ
ル
情
報
の
記
録
保
存
に
つ
き
、
方
法
論
を
構
築
し
た
こ
と
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
情
報
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
保
存
方
法
と
保
存
対
象
の

選
択
が
問
題
と
な
る
。
保
存
に
当
た
っ
て
は
、
世
界
規
模
で
、
恒
久

的
価
値
と
優
先
順
位
を
考
慮
す
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
で
し
か
存
在

し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
慎
重
に
保
存
す
る
。
伝
統
的
な
保
存
手
段
、

例
え
ば
、
紙
媒
体
を
前
提
と
し
た
従
来
型
の
納
本
制
度
な
ど
は
、
ウ
ェ

ブ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
は
適
用
で
き
な
い
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル

情
報
を
も
と
も
と
の
形
で
保
存
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
も
難
し
い
。

さ
ら
に
著
作
権
の
問
題
も
あ
り
、
困
難
が
伴
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
り
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ

の
転
換
が
生
じ
た
。
主
に
保
存
が
問
題
と
な
り
、
保
存
の
確
実
性
と

い
う
も
の
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
保

存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
炎
を
維
持
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
デ

ジ
タ
ル
情
報
の
保
存
に
当
た
っ
て
は
、
別
の
媒
体
に
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ

ン

(

媒
体
変
換)

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
き
ち
ん
と
計
画
を
立

て
て
保
存
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
新
し
い
保
存
の
手
法
が

必
要
と
な
る
。
別
の
比
喩
を
用
い
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
保
存
は
、

瓶
で
は
な
く
、
ワ
イ
ン
を
残
す
こ
と
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
行
わ
れ
、
文
化
、
学
術
領
域
へ

の
影
響
は
大
き
い
。
こ
の
数
年
の
間
に
、
図
書
館
に
お
い
て
は
蔵
書

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
強
力

な
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、
人
々
の
興
味
を
満
た
す
た
め
に
膨
大
な
ペ
ー

ジ
を
掘
り
起
こ
し
、
巨
大
で
普
遍
的
な
図
書
館
が
目
の
前
に
登
場
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
文
化
機
関
の
デ
ジ
タ
ル
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
な
じ
み
の
方
法
が
ま
だ

適
用
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
な
る
と
全
く
異

な
る
。
こ
の
た
め
、
自
動
的
に
収
集
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
必
要
と

な
る
。
自
動
収
集
す
る
も
の
以
外
は
、
選
択
的
に
収
集
す
る
こ
と
に

な
る
。

我
々
は
文
書
保
存
の
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
の
終
焉
を
目
撃
し
て
き

た
。
す
で
に
文
書
保
存
の
在
り
方
は
変
容
し
て
お
り
、
今
あ
る
手
段

で
は
激
し
い
情
報
技
術
の
進
化
に
対
応
で
き
な
い
。
新
し
い
保
存
の

体
制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
な
く
し
て
は
人
類
共
通

の
記
憶
に
と
っ
て
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損
失
と
な
る
だ
ろ
う
。

三

｢

デ
ジ
タ
ル
情
報
の
潮
流
と
図
書
館
の
在
り
方｣

図
書
館
情
報
大
学
名
誉
教
授

松
村

多
美
子

図
書
館
・
情
報
シ
ス
テ
ム
は
社
会
的
存
在
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
代

時
代
の
社
会
か
ら
影
響
を
受
け
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
図
書
館
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
注
意
し
た
い
。
情
報
通
信

技
術
が
発
達
し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
図
書
館
・
情
報
シ
ス
テ
ム
が
独

占
し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
が
競
争
の
あ
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
利
用

者
は
、
図
書
館
の
仲
介
を
通
さ
ず
に
直
接
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
変
化
の
中
、
図
書
館
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
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機
能
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
。

蔵
書
構
築
に
お
い
て
は
、
電
子
情
報
資
料
の
収
集
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
・
情
報
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て

何
を
集
め
る
の
か
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
電
子
情
報
資
料
の
収
集

に
伴
っ
て
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
作

業
が
生
じ
て
い
る
。
大
学
研
究
機
関
等
に
お
け
る
学
術
雑
誌
の
購
入

に
当
た
っ
て
の

｢
ビ
ッ
グ
・
デ
ィ
ー
ル｣

(

複
数
の
雑
誌
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
し
て
提
供
す
る
も
の)
の
利
点
と
問
題
点
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

利
用
の
大
部
分
が
一
部
の
論
文
に
集
中
す
る
の
で
、
好
ま
し
く
な
い

と
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
一
方
、
そ
れ
ほ
ど
集
中
は
起
き
て
い
な
い

と
い
う
見
解
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
調
査
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
整
理
・
組
織
化
の
分
野
に
検
索
エ
ン
ジ
ン
や

ア
グ
リ
ゲ
ー
タ(

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
等
を
集
約
し
て
提
供
す
る
代
行
・

仲
介
業
者)

が
進
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
図
書
館
・
情
報
シ
ス
テ

ム
が
既
に
集
め
た
紙
媒
体
等
の
資
料
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
作
成
し
て

い
く
こ
と
は
依
然
重
要
で
あ
る
。
メ
タ
デ

ー
タ
の
作
成
、
主
題
か
ら
検
索
で
き
る
デ
ー

タ
の
作
成
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
。

情
報
サ
ー
ビ
ス
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
っ
て
画
期
的
な
変
貌
を
遂
げ
、
時
空
間

を
超
え
る
バ
ー
チ
ャ
ル
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
る
。
メ
ー
ル
で

二
四
時
間
・
週
七
日
間
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
が
既
に
存
在
す
る
。

保
存
に
関
し
て
は
、
印
刷
物
を
現
物
の
ま
ま
保
存
す
る
の
か
、
電

子
化
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
何
を
電
子
化
の
対
象
と
す
る
か
と

い
う
選
択
基
準
は
明
確
に
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
選
択
基

準
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
決
め
て
い
く
の
か
、
自
ら
の
利
用

者
集
団
の
目
的
か
ら
決
め
て
い
く
の
か
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
電

子
化
し
た
だ
け
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
メ
タ
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
検

索
機
能
を
付
与
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
て
、
新
た
に

｢

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ｣

が
始

ま
っ
て
お
り
、
大
学
研
究
図
書
館
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
新
し
い
機
能

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
研
究
機
関
に
お
い
て
論
文
を
登

録
し
て
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
、
成
功
す
る
に
は
研

究
者
の
協
力
が
重
要
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
環
境
下
に
お
け
る
図
書
館
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方

を
考
え
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
概
念
と
し
て
は
、｢

デ
ジ
タ
ル
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

を
目
指
し
つ
つ
も
、
今
の
時
点
で
は
デ
ジ
タ
ル
媒

体
と
紙
媒
体
を
併
用
す
る

｢

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

が

現
実
的
で
あ
る
。
目
指
す
べ
き
水
準
は
図
書
館
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の

置
か
れ
て
い
る
環
境
、
利
用
者
集
団
の
特
性
に
よ
っ
て
異
な
る
。
次

に
、
利
用
者
志
向
が
挙
げ
ら
れ
る
。
利
用
者
の
顕
在
的
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
だ
け
で
な
く
、
一
歩
進
ん
で
、
潜
在
的
な
利
用
者
を
開
拓
し
、

ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
べ
き
で
あ
る
。
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

｢
図
書
館
は
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る｣

と
感
じ
て
も
ら
う
能
動
的
態

度
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
図
書
館
・
情
報
シ
ス
テ
ム
に
も
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
が
必
要
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
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う
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
利
用
者
志
向
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に
は

協
力
・
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
図
書
館
同
士
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
機
関
と
の
連
携
が
必
要
に
な
る
。
最
後
に
個
性
化
で
あ
る
。
自
分

の
図
書
館
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
社
会
経
済
的
・
文
化
的
・
制
度
的
環

境
に
最
も
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
個
性
的
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
想
像
力
・
創
造
性
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
新
し
い
図
書
館
・
情
報
シ
ス
テ
ム
像
が
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

四

｢

新
し
い
情
報
環
境
に
お
け
る
英
国
図
書
館
の
挑
戦｣

英
国
図
書
館
長

リ
ン
・
ブ
リ
ン
ド
リ
ー

英
国
図
書
館
の
蔵
書
は
従
来
の
紙
媒
体
か
ら
デ
ジ
タ
ル
媒
体
へ
と

拡
大
し
、
文
献
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
形
式
で
の
提

供
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
英
国
図
書
館
で
は
図
書
館
の
経
済
的
価
値

の
測
定
を
行
い
、
英
国
図
書
館
が
受
け
と
っ
て
い
る
公
的
財
源
の
約

四
倍
の
経
済
的
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る
と
の
結
果
が
出
た
。
予
算

の
う
ち
、
七
五
％
が
政
府
か
ら
で
、
残
り

は
英
国
図
書
館
自
身
の
商
業
的
活
動
の
収

入
と
寄
付
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
。

英
国
図
書
館
が
二
一
世
紀
に
お
い
て
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
上
で
、
そ
の
課

題
を
意
図
的
に

｢

図
書
館
の
再
定
義｣

と

名
づ
け
た
。
館
の
内
外
に
対
し
、
新
し
い

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
今
後
も

偉
大
な
図
書
館
と
呼
ば
れ
る
に
は
、
グ
ー

グ
ル
世
代
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
す
べ
き
か
、
不
断
に
変
化
す
る
ウ
ェ

ブ
情
報
を
い
か
に
提
供
で
き
る
か
、
ま
た
、
い
か
に
付
加
価
値
を
付

け
ら
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
他
の
専
門
家
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
や
戦
略
的
な
優
先
順
位
付
け
も
必
要
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
環
境
下
で
の
収
集
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ

る
。
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
保
管
の
問
題
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

英
国
図
書
館
で
は
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
対
象
と
し
た
管
理
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
行
っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
永
久
に
保
存
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
、
保
存
技
術
に
よ
る
対
応
を
目
指
す
。
全
て
を
市
販
品
で
ま
か
な

う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
独
自
開
発
を
交
え
、
既
製
の
部
品
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
ほ
ぼ
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
管
理
シ
ス
テ
ム
を
実
現

し
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
に
は
法
定
納
本
図
書
館
法
を
改
正
し
、
納
本
対
象
を

デ
ジ
タ
ル
情
報
に
ま
で
拡
大
し
た
。
法
の
内
容
等
に
つ
き
、
勧
告
を

行
う
諮
問
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
次
の
三
点
に
焦
点
を
当
て
て
検
討

し
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
の
収
集
範
囲
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
収
集
、

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物
で
あ
る
。

ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｋ
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ

ビ
ン
グ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
国
際
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
存
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
の
二
つ
の
連
合
体
を
通
じ
て
協
力
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｋ
ウ
ェ
ブ

ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
英
国
に
存
在
す
る
ウ
ェ

ブ
情
報
が
多
い
た
め
、
選
択
的
手
法
に
基
づ
き
収
集
し
て
い
る
。
国

際
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
存
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
大
規
模
か
つ
長

期
的
運
営
を
行
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
自
動
的
な
収
集
を
行
う
。
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デ
ジ
タ
ル
化
戦
略
も
国
立
の
電
子
図
書
館
を
目
指
す
う
え
で
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
蔵
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

後
は
本
格
的
に
資
金
集
め
を
し
つ
つ
行
う
。
メ
タ
デ
ー
タ
や
コ
ン
テ

ン
ツ
の
分
析
の
た
め
に
Ｏ
Ｃ
Ｒ

(

光
学
式
文
字
読
み
取
り
装
置)

の

技
術
も
駆
使
し
て
単
な
る
画
像
だ
け
に
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
重
点

を
置
く
対
象
は
、
新
聞
と
録
音
情
報
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
社
と
契
約
を
交
わ
し
、
手
始
め
に
一
八
世
紀
お
よ
び
一
九
世
紀

の
図
書
一
〇
万
冊
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
。

知
的
財
産
権
の
問
題
は
世
界
中
ど
こ
で
も
問
題
と
な
る
。
ア
ナ
ロ

グ
の
世
界
で
は
、
図
書
館
は
権
利
者
と
利
用
者
の
仲
介
者
的
立
場
で

あ
る
。
著
作
者
の
権
利
を
擁
護
す
る
声
が
大
き
い
よ
う
に
思
う
が
、

デ
ジ
タ
ル
時
代
を
考
え
て
、
両
者
の
ほ
ど
よ
い
均
衡
を
取
る
た
め
に
、

図
書
館
は
声
を
上
げ
て
主
張
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

英
国
図
書
館
の
組
織
文
化
も
変
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
も
、
対

応
速
度
を
速
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
対
応
す
る
と
確
信
が
持
て
る
よ
う
で
な
く
て
い
け

な
い
。
図
書
館
の
専
門
家
の
技
能
に
つ
い
て
も
、
再
構
築
、
再
定
義

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
様
な
技
能
を
持
っ
た
図
書
館
員
が
必

要
だ
。
と
り
わ
け
有
用
と
さ
れ
る
専
門
領
域
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ

イ
エ
ン
ス
、
情
報
科
学
、
心
理
学
、
社
会
学
、
認
知
科
学
、
教
育
学

で
あ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
技
能
も
重
要
な
道
具
で
あ
る
。
こ
う
し

た
中
で
の
図
書
館
員
の
役
割
は
コ
ン
テ
ン
ツ
の
通
訳
者
の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
、
利
用
者
に
信
頼
で
き
る
情
報
源
を
紹
介
す
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
冴
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
や
技
術
的
理
解
、
Ｉ
Ｔ
の
知
識
も
必

要
と
さ
れ
る
。

英
国
図
書
館
が
二
一
世
紀
に
お
い
て
も
生
き
残
っ
て
い
く
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
の
変
化
に
適
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
こ
と
を
や
め
る
の
は
難
し
い
が
、
資
金
繰
り
の
問
題
も

あ
り
、
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
利
用
者
は
よ
り
早

く
状
況
に
適
応
す
る
だ
ろ
う
。
戦
略
の
選
択
は
厳
し
い
が
、
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
人
々
の
理
解
を
促
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

戦
略
や
構
造
は
外
部
の
変
化
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
当
て
は
め
、
見

直
す
必
要
が
あ
る
。

五

｢

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
向
け
た
国
立
国
会
図
書
館
の

取
り
組
み｣

総
務
部
企
画
課
電
子
情
報
企
画
室
長

植
月

献
二

国
立
国
会
図
書
館
は
、
納
本
制
度
に
よ
り
国
の
蔵
書
を
構
築
し
、

保
存
し
、
世
代
を
超
え
て
末
永
く
提
供
す
る
と
い
う
任
務
を
持
つ
。

そ
の
納
本
図
書
館
と
い
う
性
格
か
ら
、
当

館
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
地
域
的
、
物
理
的
、

時
間
的
な
限
界
が
あ
っ
た
が
、
平
成
一
四

年
か
ら
電
子
図
書
館
と
し
て
本
格
的
な
遠

隔
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

当
館
電
子
図
書
館
事
業
の
こ
れ
ま
で
の

成
果
と
し
て
は
、
資
料
へ
の
案
内
の
手
段

に
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
各
種
総
合
目
録
、

Ｄ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ
、
テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内
等
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が
あ
る
。
来
館
せ
ず
に
一
次
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
は
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
貴
重
書
画
像
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
、
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
、
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
、
電
子
展
示

会
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
時
や
場
所

に
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
当
館
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
一
〇
年
間
で
、
壁
の
な
い
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
第
一
段
階

を
達
成
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
を
も
ふ
ま
え
て
、
当
館

で
は
平
成
一
六
年
に

｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

お

よ
び

｢

電
子
図
書
館
中
期
計
画
二
〇
〇
四｣

を
策
定
し
、｢

デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築｣

｢

情
報
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上｣

を

目
指
し
て
、
次
の
計
画
に
踏
み
出
し
た
。

大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
保
存
で
あ
る
。

情
報
流
通
の
形
態
は
電
子
情
報
へ
と
変
遷
し
て
き
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
文
化
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
基
盤
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
状
況
を
記
録
し
、
情
報
を
保
存
す
る
こ
と
は
当
館
の

任
務
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
収
集

に
向
け
た
法
制
度
化
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。
収
集
の
方
法
と
し
て
、

一
定
の
範
囲
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
包
括
的
な
収
集
、
個
別
サ
イ
ト
を

選
択
し
て
行
う
収
集
、
著
作
単
位
に
行
う
収
集
の
三
通
り
の
方
法
を

検
討
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
、
国
立
国
会
図
書
館
は
、
主
に
、
他
の
図
書
館
や
学

術
研
究
機
関
な
ど
の
類
縁
機
関
の
枠
内
で
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
き

た
が
、
そ
の
範
囲
を
超
え
て
、
今
後
は
利
用
者
を
、
必
要
な
情
報
の

あ
る
所
へ
一
か
所
で
橋
渡
し
す
る
こ
と
が
可
能
な
枠
組
み
を
目
指
す
。

ま
た
、
こ
の
仕
組
み
は
、
そ
れ
ら
有
用
な
情
報
を
当
館
が
収
集
保
存

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
際
に
も
重
要
な
基
盤
と
な
る
。

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
当
た
り
多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、
当
館
の

み
で
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
多
く
の
関
係
者
と
の
協
力
と
協

同
の
中
で
一
つ
ず
つ
解
決
し
、
一
歩
一
歩
利
用
の
輪
を
広
げ
て
行
き

た
い
。

六

パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
報
告

講
演
に
引
き
続
き
、
当
館
の
田
屋
裕
之
総
務
部
企
画
課
長
が
司
会

を
務
め
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

｢

情
報
の
流
通
と
ア
ク
セ
ス
―
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
を
め
ぐ
っ
て
―｣

と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず
こ
の
統
一
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
簡
潔
に
報
告
が
な
さ
れ
た
。

岡
本
真
氏

(

上
写
真)

は
グ
ー
グ
ル
世

代
を
代
表
し
、
図
書
館
に
お
け
る
資
料
、

サ
ー
ビ
ス
の
電
子
化
が
利
用
者
に
と
っ
て

利
用
し
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
。

ま
た
、
図
書
館
の
蔵
書
が
従
来
の
紙
媒
体

か
ら
各
種
の
電
子
媒
体
へ
と
拡
大
・
多
様

化
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
情
報
へ
の
入

口
も
増
え
て
い
る
た
め
、
無
秩
序
な
拡
大
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と
も
言
う
べ
き
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

高
野
明
彦
氏

(

左
写
真)

は
、｢

連
想
の
場
と
し
て
の
図
書
館
リ

フ
ァ
レ
ン
ス｣

と
題
し
て
、
氏
の
開
発
す

る
汎
用
連
想
検
索
エ
ン
ジ
ン
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ａ
を

採
用
し
た
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
は
、
情
報

ア
ク
セ
ス
に
連
想
の
仕
組
み
を
付
け
加
え
、

関
連
性
を
維
持
し
な
が
ら
複
数
の
サ
ー
ビ

ス
を
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。｢

Ｗ

ｅ
ｂ
ｃ
ａ
ｔ
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ｣

、｢

文
化
遺
産
オ

ン
ラ
イ
ン｣
、｢

新
書
マ
ッ
プ｣

な
ど
の
シ

ス
テ
ム
が
相
互
に
連
関
し
な
が
ら
、
異
種
情
報
源
へ
の
柔
軟
な
情
報

ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
実

演
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

常
世
田
良
氏

(

左
写
真)

は
、
図
書
館
の
現
場
を
代
表
し
、
自
己

責
任
・
自
己
判
断
型
社
会
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
中
で
、
図
書
館
が
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
述
べ
た
。
従
来
は
図
書
館

側
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
議
論
が
多
か
っ

た
が
、
受
け
手
の
側
の
ニ
ー
ズ
が
十
分
に

な
か
っ
た
か
ら
供
給
側
も
成
長
し
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
は
個
人
が

情
報
収
集
す
る
必
然
性
は
強
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
い
ま
や
こ
の
状
況
は
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。
自
己
責
任
社
会
に
お
い
て
、
個
人
が
自
ら
判
断
す
る
た
め

に
、
図
書
館
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
、
医

療
情
報
、
法
律
情
報
の
提
供
が
考
え
ら
れ
る
と
し
た
。
な
お
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
す
る
と
図
書
館
は
要
ら
な
く
な
る
と
い
う
議
論

が
あ
る
が
、
自
分
の
専
門
分
野
以
外
に
つ
い
て
は
図
書
館
員
の
支
援

が
必
要
で
は
な
い
か
と
主
張
し
た
。

長
塚
隆
氏

(

下
写
真)

は

｢

オ
ン
ラ
イ

ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
図
書
館｣

と
い
う
表

題
で
、
従
来
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
担
っ
て
き
た
専
門
情
報
を
提
供
す
る
役

割
を
、
昨
年
ご
ろ
か
ら
検
索
エ
ン
ジ
ン
が

果
た
し
始
め
つ
つ
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
、
氏
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら

デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
の
変
化
が

生
じ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が

図
書
館
内
の
も
の
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
は
世
界
の
利
用
者
に
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
る
。
次
い

で
氏
が
米
国
の
シ
モ
ン
ズ
カ
レ
ッ
ジ
と
共
同
研
究
し
て
い
る

｢

グ
ロ
ー

バ
ル
メ
モ
リ
ー
ネ
ッ
ト｣

の
概
略
を
紹
介
し
た
。
和
歌
、
地
図
な
ど

の
文
化
遺
産
を
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
広
く
利
用

に
供
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

山
崎
久
道
氏

(

次
ペ
ー
ジ
写
真)

は
、｢

情
報
流
通
と
情
報
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
変
容｣

と
題
し
て
学
問
の
変
化
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ま
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で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
学
問
分
野
ご
と

に
研
究
が
行
わ
れ
た
が
、
複
雑
な
社
会
に

お
い
て
は
個
別
の
学
問
の
み
で
は
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

特
定
の
学
問
分
野
だ
け
に
依
拠
す
る
の
で

は
な
く
、
複
数
の
学
問
領
域
の
知
見
や
専

門
性
の
動
員
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ま
で

図
書
館
は
学
問
分
野
か
ら
の
接
近
を
当
然

視
し
て
き
た

(

分
類
表
に
見
ら
れ
る
体
系

な
ど)

が
、
こ
う
し
た
学
問
指
向
の
情
報
ア
ク
セ
ス
で
は
現
在
の
要

求
に
対
応
で
き
な
い
の
で
、
利
用
者
に
合
わ
せ
た
、
問
題
本
位
の
接

近
が
必
要
で
あ
る
。
問
題
本
位
の
接
近
に
お
い
て
は
、
学
問
分
野
で

は
な
く
現
象
・
物
事
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
術
情
報
の

組
織
化
に
よ
る
再
編
成
が
図
書
館
の
役
割
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、

情
報
の
存
立
基
盤
に
つ
い
て
、
研
究
者
は
、
人
類
の
こ
れ
ま
で
の
知

識
の
総
体
を
ふ
ま
え
て
新
た
な
貢
献
を
行
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
知
識

の
総
体
が
、
後
で
見
た
ら
変
わ
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
は
問
題
で
あ

る
。
知
識
の
安
定
的
蓄
積
を
保
証
し
て
い
く
社
会
的
仕
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

七

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び
質
疑
応
答

当
館
の
植
月
電
子
情
報
企
画
室
長
が
加
わ
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
移
行
し
た
。

ま
ず
岡
本
氏
が
、
例
え
ば
図
書
館
に
就
職
し
よ
う
と
し
て
も
年
齢

制
限
や
資
格
制
限
が
あ
り
、
閉
鎖
的
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
、

よ
り
開
か
れ
た
も
の
に
な
っ
て
欲
し
い
と
発
言
し
た
。
こ
れ
に
応
え

て
、
常
世
田
氏
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
修
士
号
・

博
士
号
を
持
っ
て
い
な
い
と
図
書
館
長
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
点
で
は
む
し
ろ
日
本
よ
り
厳
し
い
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
他
の

図
書
館
職
員
の
中
に
司
書
は
三
〇
％
く
ら
い
し
か
お
ら
ず
、
そ
れ
以

外
は
か
な
り
多
様
な
背
景
を
持
つ
人
々
で
あ
る
。
日
本
も
こ
の
点
で

は
多
様
化
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
日
本
の
公
務
員
制
度

と
も
関
連
す
る
た
め
、
図
書
館
だ
け
で
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
い

と
主
張
し
た
。
ブ
リ
ン
ド
リ
ー
氏
は
、
将
来
の
図
書
館
員
は
他
の
技

能
を
持
っ
た
人
と
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
人
は

従
来
の
図
書
館
の
技
能
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
よ
い
と
発
言
し
た
。

山
崎
氏
は
、
日
本
の
図
書
館
情
報
教
育
に
お
い
て
も
、
図
書
館
を
ど

う
経
営
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
主

張
し
た
。
長
塚
氏
は
、
新
し
い
時
代
に
合
う
図
書
館
職
員
の
養
成
は

大
学
に
お
い
て
も
課
題
で
あ
り
、
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
岡
本
氏
が
、
英
国
図
書
館
に
お
い
て
、
ロ
ゴ
化
し
た
デ

ザ
イ
ン
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
印
象
付
け
ら

れ
た
と
述
べ
、
図
書
館
を
ど
う
広
報
し
て
い
く
の
か
が
問
題
で
は
な

い
か
と
主
張
し
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
山
崎
氏
が
、
図
書
館
は
眼
に

見
え
る
部
分

(

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務)

し
か
評

価
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
が
、
眼
に
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ

て
い
る
収
集
・
整
理
な
ど
も
重
要
で
あ
り
、
図
書
館
の
広
報
に
際
し
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て
は
、
こ
れ
ら
の
意
義
も
訴

え
な
い
と
い
け
な
い
と
主
張

し
た
。

続
い
て
各
パ
ネ
リ
ス
ト
に

当
館
に
期
待
す
る
こ
と
を
発

言
し
て
い
た
だ
い
た
。

岡
本
氏
は
、
英
国
図
書
館

で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

を
外
部
か
ら
登
用
し
た
と
聞

い
て
い
る
が
、
国
立
国
会
図

書
館
も
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

重
視
し
、
組
織
を
宣
伝
し
て
、

発
信
力
を
強
め
て
ほ
し
い
と

述
べ
た
。

高
野
氏
は
、
最
後
の
よ
り

ど
こ
ろ
た
る
組
織
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
に
つ
い
て
も
何

を
す
る
の
か
を
宣
言
し
、
担

う
べ
き
範
囲
は
き
ち
ん
と
行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
の
機
械
的
連
携
に
お
い
て
は
、
外
の
人
が
国
立
国

会
図
書
館
の
ポ
ー
タ
ル
を
自
由
に
使
え
る
よ
う
な
開
か
れ
た
か
た
ち

で
提
供
し
て
欲
し
い
と
要
望
し
た
。

常
世
田
氏
は
、
欧
米
に
比
べ
て
行
政
組
織
に
お
け
る
図
書
館
の
独

立
性
が
低
く
、
国
の
政
策
に
お
い
て
情
報
政
策
が
確
固
と
し
て
い
な

い
と
発
言
し
た
。
図
書
館
政
策
が
国
の
レ
ベ
ル
で
整
備
さ
れ
な
い
と
、

図
書
館
は
発
展
し
な
い
。
国
立
国
会
図
書
館
も
、
日
本
の
行
政
に
お

け
る
図
書
館
の
地
位
を
上
げ
る
べ
く
努
力
し
て
欲
し
い
と
述
べ
た
。

長
塚
氏
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

他
の
団
体
、
図
書
館
と
連
携
を
と
っ
て
推
進
し
て
ほ
し
い
と
発
言
し

た
。
ま
た
、
日
本
文
化
の
海
外
へ
の
発
信
も
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

山
崎
氏
は
、
図
書
館
の
仕
事
と
し
て
選
書
を
は
じ
め
と
す
る
情
報

の
評
価
が
あ
り
、
ウ
ェ
ブ
時
代
で
も
こ
の
機
能
を
放
棄
し
て
は
い
け

な
い
と
し
、
例
え
ば
シ
ソ
ー
ラ
ス
や
件
名
標
目
表
を
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ

イ
ブ
の
中
で
使
え
る
よ
う
に
再
構
成
し
て
い
け
ば
、
氏
が
前
述
し
た
、

問
題
本
位
の
接
近
に
資
す
る
と
発
言
し
た
。

討
議
終
了
後
、
三
名
の
講
演
者
か
ら
意
見
・
感
想
を
い
た
だ
き
、

次
い
で
会
場
か
ら
の
質
問
を
受
け
た
。
図
書
館
に
お
け
る
著
作
権
問

題
、
公
立
図
書
館
の
予
算
、
当
館
の
評
価
制
度
等
に
つ
い
て
質
問
が

な
さ
れ
、
当
館
職
員
、
講
演
者
お
よ
び
パ
ネ
リ
ス
ト
が
回
答
し
た
。

八

終
わ
り
に

講
演
者
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
的
確
で
力
の
こ
も
っ
た
話
に
触
発
さ
れ
、

大
変
熱
気
の
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
今
後
の
図
書
館
の
在

り
方
を
考
え
る
上
で
の
一
助
に
な
り
え
た
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
中
に
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
集
を
刊
行
す
る

予
定
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
あ
る
。

(

国
立
国
会
図
書
館
総
務
部
企
画
課)
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『
雑
誌
記
事
索
引』

を
ご
存
知
で
す
か
？
国
立
国

会
図
書
館
の
所
蔵
雑
誌
の
一
部
の
記
事
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
て
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

一
九
九
〇
年
代
の
半
ば
ま
で
は
学
術
誌
を
中
心
に
約

三
千
誌
程
度
だ
っ
た
採
録
対
象
誌
は
、
序
々
に
数
を

増
や
し
、
現
在
は
一
万
誌
に
近
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
誌
数
増
は
Ｏ
Ｃ
Ｒ

(
光
学
式
文
字
読
み
取
り
装

置)

な
く
し
て
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
逐
次
刊

行
物
課
索
引
係
の
職
員
の
机
の
上
に

は
、
必
ず
置
い
て
あ
る
機
械
で
す
。

使
い
方
は
、
蓋
を
開
け
て
、
雑
誌

の
目
次
を
読
み
取
ら
せ
ま
す
。
次
に
、

パ
ソ
コ
ン
画
面
に
現
れ
た
目
次
コ
ピ
ー

上
の
論
題
の
部
分
を
マ
ウ
ス
で
囲
み
、

｢

論｣

と
い
う
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
。

す
る
と
、
も
う
一
つ
の
画
面
に
Ｏ
Ｃ

Ｒ
が
読
み
取
っ
た
論
題
が
入
力
さ
れ

ま
す
。
同
じ
よ
う
に
著
者
・
キ
ー
ワ
ー
ド
等
も
入
力

で
き
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
で
、
見
学
に
来
た
新
人
職

員
な
ら
感
嘆
し
て
く
れ
る
の
で
す
が
…

Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
も
限
界
が
あ
り
、
模
様
が
あ
る
場
合
や

色
紙
に
目
次
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
と
、
読
み
取
れ
ま

せ
ん
。
ひ
ら
が
な
の

｢

へ｣

と
カ
タ
カ
ナ
の

｢

ヘ｣

、

漢
字
の

｢

工｣

と
カ
ナ
の

｢

エ｣

な
ど
は
識
別
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
書
体
に
よ
っ
て
は
お
手
上

げ
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
末
尾
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は

｢

Ｈ
Ｇ
創
英
角
ポ
ッ
プ
体｣

で
書
か
れ
た
私
の
名
前

を
Ｏ
Ｃ
Ｒ
で
読
ま
せ
た
も
の
で
す
。
誤
認
識
さ
れ
た

文
字
の
修
正
に
結
構
時
間
が
か
か
る
た
め
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ

に
頼
ら
ず
手
入
力
し
て
い
る
人
や
、
雑
誌
に
よ
っ
て

Ｏ
Ｃ
Ｒ
と
手
入
力
を
使
い
分
け
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

Ｏ
Ｃ
Ｒ
導
入
以
前
は
、
入
力
用
原
稿
作
成
の
た
め

に
カ
ー
ド
に
手
書
き
し
て
い
た
時
代
、
目
次
を
拡
大

コ
ピ
ー
し
て
論
題
・
著
者
部
分
を
切

り
取
り
、
特
製
原
稿
用
紙
に
貼
り
付

け
、
締
め
切
り
が
く
る
と
黒
い
綴
じ

紐
で
原
稿
用
紙
を
綴
じ
て
い
た
時
代
、

拡
大
コ
ピ
ー
に
直
接
タ
グ
を
書
き
込

ん
で
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
冊

子
体
索
引
作
成
当
時
は
締
め
切
り
が

年
間
四
〇
回
程
で
し
た
が
、
現
在
は

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
毎
日
が
締

め
切
り
で
す
。
加
え
て
冊
子
体
の

｢

雑
誌
記
事
索
引

科
学
技
術
編｣
の
記
事
を
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で

検
索
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
遡
及
入
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。

雑
誌
記
事
索
引
を
よ
り
多
く
、
よ
り
早
く
提
供
で

き
る
た
め
に
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
性
能
が
更
に
向
上
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

(

書
誌
部
逐
次
刊
行
物
課
索
引
係

国
騙
子)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
四
四
回

｢

本
屋
に
な
い
本｣

よ
り

平
成
一
八
年
七
月
二
〇
日

(

木)

か
ら

九
月
一
九
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

国
立
国
会
図
書
館
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第

五
号)

の
定
め
る

｢

納
本
制
度｣

の
下
、
日
本
国

内
で
発
行
さ
れ
た
出
版
物
は
、
頒
布
の
態
様
や
有

償
・
無
償
の
別
を
問
わ
ず
す
べ
て
国
立
国
会
図
書

館
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
館
が
収
集
す
る
資
料
の
中

に
は
、
通
常
の
流
通
経
路
を
経
ず
、
一
般
の
書
店

に
並
ぶ
こ
と
の
な
い
出
版
物
も
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

『

国
立
国
会
図
書
館
月
報』

で
は
、
昭
和
三
六

年
四
月
の
創
刊
以
来

｢

本
屋
に
な
い
本｣

と
題
す

る
連
載
を
設
け
、
こ
の
よ
う
な
一
般
の
商
業
流
通

経
路
で
は
手
に
入
ら
な
い
社
史
、
団
体
史
や
個
人

の
自
費
出
版
な
ど
の
国
内
出
版
物
の
う
ち
、
当
館

が
新
し
く
受
け
入
れ
た
も
の
を
毎
月
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
こ
の

｢

本
屋
に
な
い
本｣

の
コ
ー
ナ
ー
で
過
去
に
紹
介
さ
れ
た
資
料
の
一
部

を
実
際
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。



あ
き
な
い
の
民
俗－

看
板･

引
札･

ち
ら
し

企
画
展
図
録

仙
台
市
市
民
文
化
事
業
団
仙

台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
編

仙
台
市
教
育
委

員
会
刊

(

〒
983-
0842

仙
台
市
宮
城
野
区
五
輪
一
丁

目
三
―
七

(

榴
岡
公
園
内))

二
〇
〇
五
・
六

七
五
頁

Ａ
４

(D
H

435-H
86)

私
た
ち
は
毎
日
の
よ
う
に
看
板
、
ち
ら
し
、
ポ
ス

タ
ー
を
見
て
い
る
。
繁
華
街
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
看
板

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
し
、
催
物
や
商
品
の
宣
伝
の
た

め
に
多
く
の
ち
ら
し
や
ポ
ス
タ
ー
が
作
ら
れ
て
い
る
。

買
物
を
す
る
と
き
に
新
聞
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の

ち
ら
し
が
あ
れ
ば
チ
ェ
ッ
ク
す
る
し
、｢

割
引｣

と

か

｢

抽
選｣

と
い
う
文
字
を
見
る
と
、
買
わ
な
い
と

損
を
す
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、

百
貨
店
の
店
内
、
駅
の
構
内
や
電
車
の
中
な
ど
で
は

い
ろ
い
ろ
な
ポ
ス
タ
ー
を
目
に
す
る
。
こ
れ
ら
は
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
と
き
や
電
車
の
つ
り

革
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
と
き
に
見
や
す
い
場
所
に
貼

ら
れ
て
い
る
た
め
、
つ
い
つ
い
見
て
し
ま
う
。
好
き

な
タ
レ
ン
ト
が
宣
伝
し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
を
目
に
す

る
と
、
そ
の
商
品
に
興
味
を
持
つ
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

私
た
ち
の
多
く
は
、
う
ま
く
宣
伝
し
て
い
る
ち
ら
し

や
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
催
し
に
行
こ
う
と
思
っ
た
り
、

商
品
を
買
お
う
と
思
っ
た
り
す
る
。

こ
の
よ
う
な
商
い
の
た
め
の
看
板
、
ち
ら
し
、
ポ

ス
タ
ー
な
ど
を
紹
介
し
た
本
書
は
、
仙
台
市
歴
史
民

俗
資
料
館
主
催
の
企
画
展

｢

あ
き
な
い
の
民
俗
―
看

板
・
引
札
・
ち
ら
し
―｣

の
展
示
図
録
で
あ
る
。
江

戸
時
代
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
商
家
や
職
人

な
ど
の
看
板
、
引
札

(

現
代
で
い
う
ち
ら
し)

、
ポ

ス
タ
ー
な
ど
約
一
五
〇
点
が
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
看
板
は
衣
食
住
な
ど
テ
ー
マ
ご
と
に
分
類
さ

れ
、
続
い
て
引
札
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
す
べ
て
の
資
料
に
は
簡
単
な
解
説
が
付
い
て

い
る
。

看
板
に
は
時
代
劇
に
出
て
き
そ
う
な
木
製
の
模
型

看
板
も
あ
れ
ば
、
レ
ト
ロ
な
ブ
リ
キ
の
看
板
や
地
元

仙
台
の
新
聞
社
や
商
店
の
看
板
も
あ
る
。
看
板
の
あ

る
商
家
の
紹
介
と
し
て
大
正
時
代
の
写
真
も
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
商
人
の
姿
や
人
力
車
、
箱
車
な
ど
か
ら

当
時
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
本
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、
次

の
よ
う
な
看
板
が
あ
っ
た
。
右
上
に
鎌
の
絵
、
そ
の

下
に
椀
の
絵
、
そ
し
て
鎌
と
椀
の
絵
の
間
か
ら
左
下

に
か
け
て

｢

者
ゐ
れ｣

の
三
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。

い
っ
た
い
何
の
看
板
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
解
説

を
読
む
と

｢

鎌

(

か
ま)

、
椀

(

わ
ん)

、
者

(

は)

、

ゐ

(

い)

、
れ｣

と
読
む
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ

ん
な
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
お
店
が
あ
れ
ば
、
私
だ
っ
た
ら
き
っ
と
入
り
た
く

な
る
だ
ろ
う
。

お
店
の
宣
伝
や
、
お
祭
り
や
売
出
し
を
広
告
す
る

た
め
に
作
ら
れ
た
引
札
や
ポ
ス
タ
ー
も
お
も
し
ろ
い
。

明
治
時
代
後
期
か
ら
大
正
時
代
に
発
行
さ
れ
た
引
札

に
は
、
旧
暦
と
新
暦
の
両
方
の
暦
付
が
あ
り
、
当
時

の
仙
台
の
市
民
社
会
で
は
新
暦
と
旧
暦
が
併
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
横
書
き
の
ポ
ス
タ
ー
は
、

文
字
が
右
か
ら
左
へ
書
か
れ
て
い
た
り
、
旧
仮
名
遣

い
で
書
か
れ
て
い
た
り
す
る
の
も
時
代
を
感
じ
さ
せ

る
。
あ
る
引
札
で
は
、
色
鮮
や
か
な
絵
の
横
に
書
か

れ
た
文
句
の

｢

時
代
的｣

に

｢

カ
ッ
コ
ー
ノ
ヨ
イ｣

と
ル
ビ
が
ふ
っ
て
あ
る
。
こ
の
書
き
方
が
当
時
で
は

モ
ダ
ン
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
る
現

在
で
も
、
広
告
の
た
め
の
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
や
ち
ら

し
は
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
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は
さ
ま
ざ
ま
な
宣
伝
の
仕
方
が
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ

ポ
ス
タ
ー
な
ど
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
時
代

は
変
わ
っ
て
も
、
商
品
や
催
し
な
ど
の
宣
伝
の
た
め

に
、
人
の
目
を
引
く
看
板
や
人
の
心
を
と
ら
え
る
ポ

ス
タ
ー
が
作
ら
れ
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

(

大お
お

月つ
き

晶あ
き

代よ)

����お
も
な
人
事

会
計
検
査
院
事
務
官

山�
恵
美
子

国
立
国
会
図
書
館
支
部
会
計
検
査
院
図
書
館
長
を
免

ず
る

会
計
検
査
院
事
務
官

矢
口
る
み
子

国
立
国
会
図
書
館
支
部
会
計
検
査
院
図
書
館
長
を
命

ず
る

人
事
院
事
務
官

小
森

孝
敏

国
立
国
会
図
書
館
支
部
人
事
院
図
書
館
長
を
免
ず
る

人
事
院
事
務
官

藤
倉

功
也

国
立
国
会
図
書
館
支
部
人
事
院
図
書
館
長
を
命
ず
る

内
閣
府
事
務
官

山
崎

速
人

国
立
国
会
図
書
館
支
部
日
本
学
術
会
議
図
書
館
長
を

免
ず
る

内
閣
府
事
務
官

武
川

恵
子

国
立
国
会
図
書
館
支
部
日
本
学
術
会
議
図
書
館
長
を

命
ず
る

農
林
水
産
技
官

久
保

賢
一

国
立
国
会
図
書
館
支
部
林
野
庁
図
書
館
長
を
命
ず
る

経
済
産
業
技
官

佐
伯

俊
則

国
立
国
会
図
書
館
支
部
経
済
産
業
省
図
書
館
長
を
免

ず
る

経
済
産
業
事
務
官

小
林

孝
夫

国
立
国
会
図
書
館
支
部
経
済
産
業
省
図
書
館
長
を
命

ず
る

経
済
産
業
事
務
官

佐
野

和
彦

国
立
国
会
図
書
館
支
部
特
許
庁
図
書
館
長
を
命
ず
る

内
閣
府
事
務
官

若
菜

利
文

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

総
務
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

矢
野

久
枝

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

総
務
事
務
官

栗
澤

均

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

法
務
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

伊
藤

正

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

法
務
事
務
官

遠
藤

洋
一

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

文
部
科
学
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

大
山

努

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

文
部
科
学
事
務
官

竹
谷
喜
美
江

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

厚
生
労
働
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

金
田

昭

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

厚
生
労
働
事
務
官

木
戸

祐
治

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

農
林
水
産
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

小
松

顕
子

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

農
林
水
産
事
務
官�
橋

陽
子

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

経
済
産
業
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

齋
藤

守
榮

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

経
済
産
業
事
務
官

安
達

蕗
子

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

国
土
交
通
技
官

和
田

高
秀

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る
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総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

海
上
保
安
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

松
澤

和
弘

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

海
上
保
安
官

天
方

壽
美

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

環
境
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

三
上

春
昭

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

環
境
事
務
官

菅
野

清
人

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

裁
判
所
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書佐

々
木
忠
夫

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

裁
判
所
事
務
官

安
藤

昭
藏

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

以
上
平
成
十
八
年
四
月
一
日
付
け

職
員
の
表
彰

永
年
勤
続
表
彰
に
つ
い
て

参

事

青
木�
夫

司

書

安
嶋

和
代

専
門
調
査
員

梅
田

久
枝

同

大
山

英
久

司

書

柿�
孝
子

同

金
井

富
美

同

金
澤
佐
多
子

参

事

菊
川

ま
り

司

書

小
池

令
子

調

査

員

宍
戸

伴
久

専
門
調
査
員

土
屋

恵
司

調

査

員

中
根

憲
一

司

書

畠
山

惠
子

同

村
上

清
子

右
は
三
十
五
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
よ
く
職
務
に

精
励
し
そ
の
功
績
は
他
の
模
範
と
す
る
に
足
り
る

よ
っ
て
こ
こ
に
こ
れ
を
特
に
表
彰
す
る

司

書

秋
元

慎
介

同

岩
田

幸
治

参

事

大
久
保
百
合
子

司

書

大
竹

茂

同

笠
原
め
ぐ
み

参

事

片
山

信
子

同

金
子

慎
一

司

書

木
村

智
広

同

小
林

直
子

参

事

佐
久
間
真
一

司

書

佐
藤
美
樹
子

同

鈴
木

昭
博

同

鈴
木

陽
子

同�
橋

郁
夫

同

滝
本

佳
代

調

査

員

竹
田

幸
弘

参

事

豊
田

康
彦

同

西
尾

初
紀

調

査

員

廣
瀬

淳
子

同

藤
山
龍
太
郎

司

書

堀

純
子

同

松
山
美
智
代

同

宮
地
哉
惠
子

調

査

員

三
輪

和
宏

参

事

本
吉

理
彦

司

書

渡
邉

尊
子

右
は
二
十
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
よ
く
職
務
に
精

励
し
そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る

よ
っ
て
こ
こ
に
こ
れ
を
表
彰
す
る

以
上
平
成
十
八
年
六
月
五
日
付
け

元
職
員
に
対
す
る
叙
位

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
位
が
あ
っ
た
。

記

(

元
司
書)

佐
藤
た
み
江

正
六
位
に
叙
す
る

平
成
十
八
年
三
月
二
十
五
日
付
け
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職
員
の
転
任

(

外
務
省)

樋
山

千
冬

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

平
成
十
八
年
五
月
十
五
日
付
け

職
員
の
採
用

(

配
置
部
局)

関
西
館

司
書

西
中
山

隆

平
成
十
八
年
五
月
一
日
付
け

Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
更
新
版

平
成
一
四
年
刊
行
の
Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
版

の
更
新
版
が
刊
行
さ
れ
た

(

国
立
国
会
図
書
館
編
集
、

日
本
図
書
館
協
会
製
作
・
発
行)

。
従
来
か
ら
収
録

さ
れ
て
い
る
明
治
期
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
国
内

刊
行
単
行
資
料
の
書
誌
デ
ー
タ
に
、
二
〇
〇
五
年
三

月
ま
で
の
デ
ー
タ
を
追
加
し
、
全
体
を
更
新
し
た
も

の
で
、
一
枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
三
一
〇
万
件
以
上

(

全

三
一
一
万
六
、〇
七
四
件)

の
書
誌
デ
ー
タ
を
収
め

る
。
ま
た
、
カ
レ
ン
ト
版
と
の
横
断
検
索
も
可
能
で

あ
り
、
明
治
期
か
ら
最
新
版
ま
で
の
デ
ー
タ
を
一
括

し
て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
機
能
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ

２
０
０
２
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
形
式
に
よ
る
詳
細
表
示
・

タ
グ
表
示
お
よ
び
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
機
能
を

追
加
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
目
録
規
則
一
九
八
七

年
版
改
訂
版
の
デ
ー
タ
要
素
に
対
応
し
た
表
示
や
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー
タ
が
利
用
で
き
る
。

価
格
は
次
の
と
お
り
。

・
Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
ユ
ー
ザ
ー

ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン

Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
カ
レ
ン
ト
版
ユ
ー
ザ
ー

八
四
、〇
〇
〇
円

Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
カ
レ
ン
ト
版
ユ
ー
ザ
ー
以
外

二
〇
一
、六
〇
〇
円

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
使
用

Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
カ
レ
ン
ト
版
ユ
ー
ザ
ー

一
二
六
、〇
〇
〇
円

Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
カ
レ
ン
ト
版
ユ
ー
ザ
ー
以
外

二
四
三
、六
〇
〇
円

・
新
規
購
入

ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン

Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
カ
レ
ン
ト
版
ユ
ー
ザ
ー

二
一
〇
、〇
〇
〇
円

Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
カ
レ
ン
ト
版
ユ
ー
ザ
ー
以
外

五
〇
四
、〇
〇
〇
円

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
使
用

Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
カ
レ
ン
ト
版
ユ
ー
ザ
ー

三
一
五
、〇
〇
〇
円

Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
カ
レ
ン
ト
版
ユ
ー
ザ
ー
以
外

六
〇
九
、〇
〇
〇
円

た
だ
し
、
右
記
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
使
用
価
格
は
同

一
施
設
内
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
使
用
価
格
で
あ
り
、

複
数
施
設
内
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
使
用
で
は
一
施
設

増
え
る
ご
と
に
六
三
、〇
〇
〇
円
が
追
加
さ
れ
る
。

(

日)

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

二
八
八
号

Ａ
４

二
六
頁

■
図
書
館
の
ガ
ラ
ス
建
築
化
と
そ
の
思
想

■
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
と
図
書
館

―
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
セ
ク
シ
ョ
ン

委
員
会
活
動
よ
り
―

■
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
の
著
作
権
処
理

■
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｌ

(

子
ど
も
の
本
の
国
際
電
子
図
書
館)

の
活
動
と
子
ど
も
の
異
文
化
交
流

■
米
国
の
図
書
館
に
お
け
る
録
音
図
書
サ
ー
ビ
ス

〜
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
録
音
図
書
〜

■
メ
タ
サ
ー
チ
技
術
と
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル

〈
動
向
レ
ビ
ュ
ー
〉

■
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
―
海
外
の

代
表
的
事
例
か
ら
購
読
契
約
に
与
え
る
影
響
ま
で
―

■
ウ
ェ
ブ
・
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
可
能
性
と
図
書
館

〈
研
究
文
献
レ
ビ
ュ
ー
〉

■
大
学
図
書
館
員
の
継
続
教
育季刊

四
二
〇
円

(

日)
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス

六
六
四
号

Ａ
４

一
〇
四
頁

■
中
国
の
台
頭
を
め
ぐ
る
諸
問
題

■
専
守
防
衛
論
議
の
現
段
階

■
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議

(

Ｅ
Ａ
Ｓ)

の
創
設
と
今
後

の
課
題

■
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
行
政
評
価
と
行
政
監
視
の
現

状
と
課
題

■
英
国
ブ
レ
ア
政
権
の
特
別
顧
問
を
め
ぐ
る
議
論

■
自
己
決
定
権
の
論
点

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

遠

客

近

客

(

関
西
館)

一
月
二
七
日

リ
ン
・
ブ
リ
ン
ド
リ
ー
氏

(

英
国
図

書
館
長)

二
月
一
七
日

財
団
法
人
機
械
振
興
協
会
経
済
研
究

所
一
名

二
月
二
二
日

東
京
学
芸
大
学
附
属
図
書
館
三
名

二
月
二
八
日

奈
良
市
北
部
図
書
館
九
名

三
月
一
四
日

中
国
農
業
大
学
図
書
館
一
名

三
月
一
六
日

気
象
大
学
校
図
書
館
二
名

三
月
二
三
日

九
州
国
立
博
物
館
三
名

＊

＊

一
〜
三
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
三
件

六
四
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

六
件
五
九
名
、

そ
の
他
一
一
件
二
三
四
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。

(

国
際
子
ど
も
図
書
館)

一
月
一
二
日

チ
ェ
・
ウ
ン
ミ
氏

(

韓
国
・
第
一
四

回
野
間
国
際
絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
奨
励
賞
受
賞

者)

一
月
一
七
日

ケ
イ
ス
・
フ
ァ
ル
コ
ナ
ー
氏

(

英
国

産
業
遺
産
研
究
者)

一
行
一
二
名

一
月
二
四
日

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文
学
者
協
会
会
長
一

行
二
名

一
月
二
五
日

リ
ン
・
ブ
リ
ン
ド
リ
ー
氏

(

英
国
図

書
館
長)

、
ア
ブ
デ
ル
ア
ジ
ズ
・
ア
ビ
ド
氏

(

フ

ラ
ン
ス
・
ユ
ネ
ス
コ
情
報
社
会
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト)

二
月
一
四
日

カ
サ
マ
・
ウ
ォ
ラ
ワ
ン
氏

(

タ
イ
教

育
省
事
務
次
官)
一
行
三
名

二
月
一
七
日

デ
サ
ダ
ー
・
Ｌ
・
ビ
コ
ー
氏(

メ
リ
ー

ラ
ン
ド
大
学
マ
ッ
ケ
ル
デ
ィ
ン
図
書
館
蔵
書
・
特

別
貴
重
書
部
長)

一
行
二
名

二
月
二
一
日

水
原
市
公
共
図
書
館

(
韓
国)

一
行

二
一
名

二
月
二
八
日

静
岡
市
立
南
部
図
書
館
一
行
三
名

三
月
一
日

ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
氏(

カ
ナ
ダ
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト)

一
行
三
名

三
月
二
日

ア
ン
ジ
ェ
ー
ラ
・
レ
ー
ベ
ジ
ェ
ワ
氏

(

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
ロ
シ
ア
支
部
事
務
局
長)

一
行
三
名

三
月
三
日

カ
イ
・
エ
ク
ホ
ル
ム
氏

(

フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
国
立
図
書
館
長)

三
月
一
六
日

ヴ
ァ
ン
・
デ
・
ボ
ー
ル
デ
氏

(

ベ
ル

ギ
ー
大
使
館
公
使
参
事
官)

一
〜
三
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
一
六
件

五
三
九
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

四
件
二
九

名
、
そ
の
他
四
〇
件
三
一
〇
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ

た
。
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入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(

〒104
-0033

)

〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

見
学
・
参
観
の
申
込
み

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
資
料
提
供
部

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
総
括
係

�
〇
三

(

三
五
八
一)

二
三
三
一

内
線
二
六
一
一
一

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
総
務
課
総
務
係

�
〇
七
七
四

(

九
八)

一
二
二
四

(

直
通)

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
企
画
広
報
係

�
〇
三

(

三
八
二
七)

二
〇
五
三
内
線
二
〇
六



一

平
成
一
七
年
度
重
点
目
標
評
価

当
館
で
は
、｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

で
示
し

た
四
つ
の
重
点
領
域

(

網
掛
部
分)

に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の

向
上
を
図
る
た
め
、
重
点
領
域
ご
と
に
一
〜
三
年
で
実
現
す
べ
き
重

点
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
平
成
一
七
年
度
は
、
一
六
の
重
点
目
標

を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
の
評
価
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

�����������
―
国
会
の
立
法
活
動
を
補
佐
す
る
た
め
、

調
査
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
図
る
。
ま
た
、
内
外
の
情
報
資
源
を
駆
使

し
、
的
確
な
情
報
を
一
層
効
果
的
に
提
供
す
る
。

〇
国
政
の
重
要
課
題
へ
の
対
応
、
特
に
憲
法
関
連
の
課
題
へ
の
対
応

を
強
化
す
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

当
館
で
は
、
国
会
議
員
等
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
く
調
査
に
加
え
て
、
将
来

的
に
国
政
審
議
が
予
測
さ
れ
る
課
題
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
調
査
を
行
い
、

雑
誌

『

レ
フ
ァ
レ
ン
ス』

等
の
当
館
刊
行
物
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
国
会

向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

調
査
の
窓｣

で
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
国
会

の
会
期
初
め
に
は
、
当
該
会
期
中
の
重
要
課
題
を
予
想
し
、
そ
れ
ら
重
要
課

題
に
つ
い
て
は
特
に
重
点
的
な
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
一
二
年
に
衆
議
院
・
参
議
院
に
憲
法
調
査
会
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に

対
応
す
る
た
め
、
政
治
議
会
課
憲
法
室
を
新
設
し
、
憲
法
に
関
す
る
調
査
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
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平成18年度 国立国会図書館の活動評価

－平成17年度の評価結果の公表と新目標等の設定－

国立国会図書館では､ 活動・事業の適正な運営を図るため､ また､

国の機関として国民に対し説明責任を果たすため､ 平成16年度に評価

制度 (活動評価) を導入しました｡ 本誌520号で紹介した ｢国立国会

図書館ビジョン2004｣ の実現を目指し､ 年度ごとに ｢重点目標｣ と

｢サービス基準｣ を設定し､ 年度終了後には評価を行っています｡

本稿では､ 平成17年度の評価結果と平成18年度の目標等を公表します｡

１ 平成17年度重点目標評価

２ 平成18年度重点目標

３ 平成17年度サービス基準評価

４ 平成18年度サービス基準



な
お
、｢

調
査
の
窓｣

で
提
供
し
て
い
る
当
館
刊
行
物
の
一
部
は
、｢

国
立

国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｣

で
一
般
国
民
の
利
用
に
も
供
し
て
い
ま
す
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

(

二
〇
ペ
ー
ジ
表
１
参
照)

平
成
一
七
年
度
の
依
頼
に
基
づ
く
調
査
の
処
理
件
数
は
四
万
一
、三
四
四

件
で
、
平
成
一
六
年
度
と
比
べ
二
〇
％
強
増
加
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
国

政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
の
記
事
を
合
計
三
六
四
本
発
表
し
ま
し
た
。
中
で

も

『

調
査
と
情
報
‐
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ｅ

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｆ
‐』

の
刊
行
本
数
は
、
こ

れ
ま
で
の
最
多
の
五
二
本
と
な
り
ま
し
た
。

憲
法
に
関
す
る
論
文
と
し
て
は
、｢

シ
リ
ー
ズ
憲
法
の
論
点｣

を
四
点
刊

行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
憲
法
に
関
す
る
依
頼
調
査
八
六
六
件
に
対
し
回
答
を

行
い
ま
し
た
。

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
資
す
る
た
め
、
初
の
試
み
と
し
て
、
国
会
議
員

の
要
望
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
当
館
の
調
査
に
つ
い
て
、
高
度

な
分
析
力
、
中
立
性
・
客
観
性
、
時
宜
を
得
た
資
料
の
刊
行
等
の
好
意
的
な

評
価
を
得
て
い
ま
す
。
平
成
一
八
年
二
月
に
は
、
要
望
調
査
の
結
果
を
ふ
ま

え
、
こ
れ
か
ら
の
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
方
向
性
を
示
す

｢

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
指

針｣

を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
年
度
ご
と
に
策
定
し
て
い
た
調
査
業
務
に
関
す
る
計
画
を
、

平
成
一
八
年
一
月
か
ら
、
国
会
の
会
期
に
合
わ
せ
て
暦
年
計
画
に
改
め
、
国

政
課
題
に
よ
り
即
し
た
も
の
と
し
ま
し
た
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

今
後
は
、｢

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
指
針｣

の
実
現
に
向
け
て
、
高
度
な
専
門

性
に
基
づ
い
た
付
加
価
値
の
高
い
調
査
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
当
館
の
基
本

的
な
機
能
で
あ
る
資
料
・
情
報
提
供
の
よ
り
一
層
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

〇
特
定
テ
ー
マ
を
多
角
的
に
分
析
す
る

｢

総
合
調
査｣

を
積
極
的
に

推
進
す
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

当
館
で
は
、
長
期
的
・
分
野
横
断
的
な
国
政
課
題
に
つ
い
て
、
毎
年
特
定

の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
複
数
の
調
査
室
課
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
編
成
し
て

｢

総
合
調
査｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
総
合
調
査
で
は
、
お
お

む
ね
二
年
の
期
間
を
か
け
て
、
国
内
外
に
お
け
る
調
査
を
交
え
、
多
角
的
・

総
合
的
に
分
析
を
行
い
ま
す
。

平
成
一
三
年
度
以
降
、
毎
年
一
テ
ー
マ
の
ペ
ー
ス
で
成
果
を
公
表
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
一
六
年
度
に
は
、
調
査
報
告
書

『

少
子
化
・
高
齢
化
と
そ
の

対
策』

を
発
表
し
ま
し
た
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

平
成
一
六
〜
一
七
年
度
は
、｢

地
方
再
生｣

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
平

成
一
八
年
二
月
に
調
査
報
告
書

『

地
方
再
生
―
分
権
と
自
律
に
よ
る
個
性
豊

か
な
社
会
の
創
造
―』

を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
地
方
分
権
の

強
化
と
規
制
緩
和
の
視
点
か
ら
、
地
方
の
現
状
、
そ
の
自
律
的
な
発
展
を
阻

ん
で
い
る
様
々
な
要
因
、
国
と
地
方
が
抱
え
る
諸
問
題
等
を
分
析
し
て
い
ま

す
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

平
成
一
七
〜
一
八
年
度
に
は
、｢

拡
大
Ｅ
Ｕ
の
現
状
と
今
後
の
課
題｣

を

テ
ー
マ
と
し
、
平
成
一
九
年
二
月
の
刊
行
を
目
指
し
て
文
献
調
査
、
現
地
調

査
等
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
一
八
年
の
テ
ー
マ

｢

平
和
の
定
着｣

、
平
成

一
八
〜
一
九
年
の
テ
ー
マ

｢

人
口
減
少
社
会
の
外
国
人
問
題｣

に
つ
い
て
も
、

調
査
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
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〇
国
会
に
対
す
る
電
子
的
な
情
報
発
信
を
強
化
す
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

当
館
で
は
、
平
成
一
〇
年
度
よ
り
国
会
向
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

調
査
の

窓｣

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
六
年
度
か
ら
は
、
国
会
Ｗ
Ａ
Ｎ

(

衆
議

院
、
参
議
院
、
国
立
国
会
図
書
館
の
各
施
設
間
を
結
ぶ
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク)

経
由
に
加
え
、
国
会
議
員
が
国
会
外
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

｢

調
査
の
窓｣

で
は
、
国
会
議
員
の
立
法
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
立
法

関
連
情
報
の
整
備
・
提
供
を
進
め
て
い
ま
す
。｢

国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ

ム｣

は
、
第
一
回
国
会
か
ら
現
在
ま
で
の
会
議
録

(

議
事
部
分)

を
検
索
し
、

全
文
を
閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。｢
日
本
法
令
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

は
、
明
治
一
九
年
公
文
式
施
行
以
降
の
法
令
に
関
す
る
索
引
情
報
お
よ
び
第

一
回
国
会
以
降
の
法
案
に
関
す
る
索
引
情
報
を
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、

法
案

(

法
律
案
・
条
約
承
認
案
件)

に
つ
い
て
は
、｢

国
会
会
議
録
検
索
シ

ス
テ
ム｣

に
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
審
議
段
階
で
の
国
会
会
議
録

(

本
会
議
録
・

委
員
会
会
議
録)

を
直
接
表
示
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
両
者
と
も
、

｢

調
査
の
窓｣

に
加
え
、｢

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｣
で
も
提
供
し

て
い
ま
す
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

(

二
〇
ペ
ー
ジ
表
２
参
照)

｢

調
査
の
窓｣

に
、
合
計
三
六
四
本
の
論
文
・
記
事
を
新
規
に
掲
載
し
ま

し
た
。｢

調
査
の
窓｣

の
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
約
二
万
三
、〇
〇
〇

件
と
な
り
、
平
成
一
六
年
度
に
比
べ
二
四
％
増
加
し
ま
し
た
。

｢

国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム｣

の
累
積
デ
ー
タ
数
は
約
二
八
五
万
ペ
ー

ジ
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ク
セ
ス
数
は
約
六
七
万
件
で
、
当
館
が
提
供
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
中
で
も
利
用
の
多
い
も
の
の
一
つ
で
す
。｢

日
本
法
令
索
引
デ
ー

タ
ベ
ー
ス｣

は
、
約
五
、八
〇
〇
件
の
新
規
デ
ー
タ
を
入
力
し
ま
し
た
。
ア

ク
セ
ス
数
は
、
約
一
〇
万
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
一
七
年
度
に
は
、
新
た
に

｢

帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム｣

を

公
開
し
、
戦
後
分

(

第
八
八
回
〜
第
九
二
回
帝
国
議
会)

の
す
べ
て
を
利
用

可
能
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
議
事
堂
内
に
あ
る
国
会
分
館
が
作
成
・
提
供
す
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
拡
充
し
、
同
館
所
蔵
資
料
の
検
索
等
を
利
用
し
や
す
く
し
ま
し

た
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

国
会
議
員
の
要
望
調
査
で
は
、｢

調
査
の
窓｣

が
必
ず
し
も
十
分
に
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
利
用
を
一
層
高
め
る
こ
と
が
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、｢

調
査
の
窓｣

の
機
能
お
よ
び
コ
ン

テ
ン
ツ
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

｢

国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム｣

に
つ
い
て
は
、
議
事
部
分
以
外
の
テ
キ

ス
ト
情
報
を
搭
載
す
る
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。｢

日
本
法
令
索
引
デ
ー

タ
ベ
ー
ス｣

は
、
明
治
前
期
編
の
提
供
を
平
成
一
八
年
度
中
に
開
始
し
ま
す
。

｢

帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム｣

は
、
平
成
二
一
年
度
ま
で
に
デ
ー
タ

入
力
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

���������������
―
国
民
共
有
の
情
報
資
源
と

し
て
、
電
子
情
報
を
蓄
積
・
提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構

築
す
る
。

〇｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
明

治
期
刊
行
図
書
の
大
部
分
の
電
子
化
を
平
成
一
七
年
度
中
に
完
了
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し
、
提
供
を
行
う

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
は
、
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
図
書
に
つ

い
て
、
書
誌
情
報
や
目
次
情
報
か
ら
検
索
し
て
本
文
画
像
を
閲
覧
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
当
館
で
は
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
一
二
年
度
か
ら

明
治
期
刊
行
図
書
の
著
作
権
調
査
を
開
始
し
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
は
電
子

化
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
一
四
年
度
に
は
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
著
作
権
保
護
期
間
の
満
了
し
た
も
の
、
ま
た

は
著
作
権
者
の
許
諾
を
得
た
も
の
を
順
次
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提

供
し
て
き
ま
し
た
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

(

二
○
ペ
ー
ジ
表
３
参
照)

著
作
権
の
保
護
期
間
が
満
了
し
て
お
ら
ず
、
著
作
権
者
と
連
絡
を
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
資
料
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
庁
長
官
の
裁
定
を
受
け

る
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
に
の
っ
と
り
、
資
料
の
電
子
化
と

電
子
化
し
た
資
料
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
に
つ
い
て
、
平
成
一
七
年
二
月
、

一
一
月
に
文
化
庁
長
官
に
裁
定
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
文
化
庁

長
官
の
裁
定
が
得
ら
れ
、
平
成
一
七
年
度
中
に
電
子
化
作
業
を
終
了
し
、
重

点
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
一
八
年
度
早
々
に
、
新
た

に
約
五
万
タ
イ
ト
ル
、
約
六
万
七
、〇
〇
〇
冊
の
明
治
期
刊
行
図
書
の
デ
ー

タ
を
公
開
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
合
計

収
録
数
は
、
約
八
万
九
、〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
、
約
一
二
万
七
、〇
〇
〇
冊
と
な

り
、
当
館
所
蔵
の
明
治
期
刊
行
図
書
の
七
五
％
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検

索
・
閲
覧
可
能
と
な
り
ま
す
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

著
作
権
処
理
が
完
了
し
て
い
な
い
約
一
万
六
、五
〇
〇
タ
イ
ト
ル
の
明
治

期
刊
行
図
書
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
処
理
方
法
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
平

成
一
八
年
度
か
ら
は
、
大
正
期
刊
行
図
書
の
大
部
分
を
平
成
二
一
年
度
ま
で

に
公
開
す
る
こ
と
を
重
点
目
標
に
掲
げ
、
著
作
権
処
理
お
よ
び
電
子
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

〇
日
本
国
内
で
発
信
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
に
つ
い
て
収
集
・

保
存
・
提
供
の
基
準
を
設
け
、
平
成
一
七
年
か
ら
制
度
的
収
集
を

開
始
す
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

当
館
は
、
文
化
的
資
産
と
し
て
電
子
情
報
、
特
に
頻
繁
に
更
新
・
削
除
さ

れ
、
日
々
失
わ
れ
て
い
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
収
集
・
保
存
を
図
る
た

め
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
源
選
択
的
蓄
積
実
験
事
業

(W
eb

A
rch

iv
in

g
P

ro
ject

略
称
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ)

を
開
始
し
、
国
内
の
ウ
ェ

ブ
情
報
を
サ
イ
ト
単
位
で
選
択
的
に
収
集
・
保
存
す
る
実
験
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

平
成
一
六
年
二
月
に
は
、
今
後
五
年
程
度
を
目
途
と
し
て
達
成
す
べ
き
電

子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
方
向
性
を
示
し
た

｢

国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館

中
期
計
画
二
〇
〇
四｣

(

以
下

｢

中
期
計
画
二
〇
〇
四｣

と
い
う
。)

を
策
定

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。｢

中
期
計
画

二
〇
〇
四｣

の
一
つ
の
柱
で
あ
る
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業

(

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
の
収
集
・
保
存
・
提
供
を
行
う
事
業)

に
つ
い
て
は
、
平
成

一
六
年
一
二
月
に
納
本
制
度
審
議
会
か
ら

｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物

の
収
集
制
度
に
関
す
る
答
申｣

を
受
け
、
当
館
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情

報
の
制
度
的
収
集
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
サ
イ
ト
単
位
で
包
括
的
に
収
集
し
、
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表１ 依頼調査・予測調査に関する指標・実績値

指 標 平成16年度 平成17年度

依頼調査の実績 (件)
処理件数
うち､ 憲法関係

34,014
887

41,344
866

予測調査の実績
(記事数)

『レファレンス』 52 58

『調査と情報 -ISSUE BRIEF-』 28 52

『外国の立法』 186 184

『国政の論点』 30 40

『調査資料』
うち､ 『憲法の論点』

24
8

20
4

その他調査報告 9 10

合 計 329 364

表２ 立法関連情報の整備・提供に関する指標・実績値

指 標 平成16年度 平成17年度

調 査 の 窓
新規コンテンツ (ファイル数) 329 364

コンテンツへのアクセス数 (件) 18,425 22,862

国 会 会 議 録

新規データ数 (ページ) 48,698 57,390

データへのアクセス数 (件)
(国会WAN)
(一般インターネット)

149,832
442,506

176,277
496,533

日 本 法 令 索 引

新規データ数 (件) 5,548 5,773

トップページのアクセス数 (件)
(国会WAN・一般インターネット) ― 101,663

帝国議会会議録

新規データ数 (ページ) ― 29,143

データへのアクセス数 (件)
(国会WAN)
(一般インターネット)

―
―

2,113
11,871

表３ 近代デジタルライブラリー提供データに関する指標・実績値

指 標 平成16年度末現在 平成18年４月末見込み

提供タイトル数 (タイトル) 35,000 89,000

提供冊数 (冊) 55,000 127,000

提供画像コマ数 (コマ) 6,600,000 12,910,000

表４ 科学技術情報の整備に関する指標・実績値

指 標 平成16年度 平成17年度

科学技術系の外国雑誌 累 積 (タイトル) 約3,500 約3,500

欧文電子ジャーナル 新 規 (タイトル) 223 957

テーマ別調べ方案内
(科学技術関連分野)

新規テーマ数 (件) 29 90

データへのアクセス数 (件) 150,691 261,032

表５ 登録利用者､ 遠隔申込み複写に関する指標・実績値

指 標 平成16年度 平成17年度

登録利用者数 (個人)
新 規 (人) 30,479 33,364

累 積 (人) 64,085 97,425

遠隔申込み複写 (東京
本館・関西館)

全申込み数 (件)
うち､ NDL-OPAC
経由の申込み数 (件)

約270,000

約197,000
(73％)

約280,000

約216,000
(77％)



収
集
時
の
時
間
的
順
序
で
蓄
積
・
保
存
・
提
供
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築

作
業
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
に
関
し
て
は
、
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・
シ

ス
テ
ム
基
本
設
計
、
収
集
ロ
ボ
ッ
ト

(

リ
ン
ク
を
た
ど
り
な
が
ら
自
動
的
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
収
集
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
一
種)

の
機
能
お
よ
び
性
能
の
調
査
、
包
括
的
収
集
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ

い
て
、
予
定
ど
お
り
進
め
ま
し
た
。
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
等
を
収

集
し
利
用
に
供
す
る
た
め
に
必
要
な
新
た
な
法
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
一
七
年
度
中
に
、
法
案
化
に
必
要
な
各
種
調
査
、
関
係
機
関
等
へ
の
説

明
、
国
民
か
ら
の
意
見
募
集
、
関
係
省
庁
と
の
調
整
等
の
作
業
を
進
め
、
法

律
案
の
作
成
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
は
、
平
成
一
七
年
の
第
一
六
二
回

通
常
国
会
で
の
成
立
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
制
度
設
計
に
時
間
を
要
し

た
た
め
に
上
程
で
き
ず
、
平
成
一
七
年
か
ら
制
度
的
収
集
を
開
始
す
る
と
い

う
重
点
目
標
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

サ
イ
ト
単
位
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
選
択
的
収
集
に
関
し
て
は
、
実

験
事
業
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
を
継
続
し
、
総
フ
ァ
イ
ル
数
が
約
四
、八
〇
〇
万
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
サ
イ
ト
単
位
で
は
な
く
、
著
作
物
単
位
で
電
子
情
報
を
収
集
す
る

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ポ
ジ
ッ
ト
事
業
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七

年
度
中
に
シ
ス
テ
ム
概
要
設
計
を
終
了
し
ま
し
た
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
か
か
る
法
制
度
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
情
報

収
集
に
努
め
、
取
組
み
を
継
続
し
ま
す
。
サ
イ
ト
単
位
の
選
択
的
収
集
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
の
拡
充
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

〇
ｅ
‐
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
重
点
計
画
に
対
応
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ

ン
ツ
を
作
成
・
提
供
す
る
機
関
と
広
く
協
力
・
連
携
し
、
わ
が
国

の
デ
ジ
タ
ル
情
報
全
体
へ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
イ
ト
と
し
て
、

総
合
的
な
ポ
ー
タ
ル
・
サ
イ
ト
を
構
築
す
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

当
館
で
は
、｢

中
期
計
画
二
〇
〇
四｣

に
基
づ
き
、
多
様
な
デ
ジ
タ
ル
情

報
を
一
か
所

(

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ)

で
利
用
可
能
と
す
る
ポ
ー
タ
ル
・
サ
イ
ト

の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
六
年
度
に
は
、
本
格
シ
ス
テ
ム
構
築

に
必
要
な
技
術
面
、
機
能
面
で
の
検
証
を
目
的
に
、
実
験
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
行
い
ま
し
た
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

平
成
一
七
年
七
月
に
は
、
ポ
ー
タ
ル
・
サ
イ
ト
の
実
験
シ
ス
テ
ム
の
初
版

を
公
開
し
、
以
降
、
必
要
な
機
能
強
化
と
連
携
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
を
行
い

ま
し
た
。

実
験
シ
ス
テ
ム
で
提
供
さ
れ
る
当
館
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
近
代
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
貴
重
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
和
図
書
・
和
雑
誌
の

蔵
書
目
録
、
雑
誌
記
事
索
引
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
九

種
類
、
外
部
機
関
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
青
空
文
庫
、
デ
ジ
タ
ル
岡
山

大
百
科
、
新
書
マ
ッ
プ
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
、
行
政

府
省
が
所
管
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・
サ
イ
ト
情
報
を
検
索
対
象
と

し
ま
し
た
。

各
種
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
等
と
の
連
携
に
は
、
標
準
的
な
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
と
し
て
Ｏ
Ａ
Ｉ
‐
Ｐ
Ｍ
Ｈ

(

注
１)

、
Ｓ
Ｒ
Ｗ

(

注
２)

、
Ｒ
Ｓ
Ｓ

(

注
３)
等
を
用
い
、
統
合
検
索
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

検
索
機
能
と
し
て
は
、
入
力
し
た
文
章
か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
、
文
章
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と
関
連
性
の
高
い
と
思
わ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
検
索
す
る
連
想
検
索
を
導
入

し
、
そ
の
ほ
か
に
、
件
名
典
拠
お
よ
び
著
者
名
典
拠
を
辞
書
と
し
て
利
用
す

る
検
索
支
援
機
能
、
検
索
ご
と
に
デ
ー
タ
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
対
し
て
問
い
合
わ

せ
る
横
断
検
索
の
機
能
も
加
え
ま
し
た
。

本
格
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
は
、
こ
の
実
験
シ
ス
テ
ム
開
発
で
確
認
し

た
各
種
の
共
通
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
仕
様
、
メ
タ
デ
ー
タ
仕
様
等
に
関
す
る

知
見
を
反
映
し
、
基
盤
部
分
に
つ
い
て
の
概
要
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

(

注
１)

Ｏ
Ａ
Ｉ
‐
Ｐ
Ｍ
Ｈ

(
O

p
en

A
rch

iv
es

In
itia

tiv
e

P
ro

to
co

l
fo

r

M
eta

d
a
ta

H
a
rv

estin
g
)

は
、
ウ
ェ
ブ
上
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
通
信
規

約
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
等
の
規
格
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
事
実
上
の
標
準
。

(

注
２)

Ｓ
Ｒ
Ｗ

(
S

ea
rch

/
R

etriev
e

W
eb

S
erv

ice)

は
、
情
報
検
索
の
た
め
の

通
信
規
約
で
あ
る
Ｚ
三
九
・
五
〇
を
改
善
し
て
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
仕
様
で
情
報
内
容
を
検

索
す
る
通
信
規
約
。
ウ
ェ
ブ
・
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
横
断
検
索
の
際
に
利
用
さ
れ
る
。

(

注
３)

Ｒ
Ｓ
Ｓ(R

D
F
(R

eso
u

rce
D

escrip
tio

n
F

ra
m

ew
o
rk)

S
ite

S
u

m
m

a
ry)

は
、
ウ
ェ
ブ
情
報
の
見
出
し
や
要
約
な
ど
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
構
造
化
し
て
記
述
す

る
Ｘ
Ｍ
Ｌ
仕
様
の
書
式
。
主
に
ウ
ェ
ブ
情
報
の
更
新
情
報
を
公
開
す
る
の
に
使
わ

れ
て
い
る
。

���������������
―
情
報
資
源
へ
の
自
由
で
平

等
な
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
た
め
、
利
用
機
会
の
拡
充
及
び
サ
ー
ビ
ス

の
質
的
向
上
を
図
る
。

〇
当
館
施
設
内
に
お
け
る
電
子
情
報
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
行

う
∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

当
館
は
、
図
書
館
資
料
の
電
子
化
に
対
応
す
る
た
め
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
電
子
情
報
を
収
集
し
、
主
と
し
て
東
京
本

館
の
電
子
資
料
室
お
よ
び
関
西
館
の
総
合
閲
覧
室
に
お
い
て
提
供
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
提
供
は
全
分
野
に
わ
た
り
、P

ro
Q

u
est

5000
In

tern
a
tio

n
a
l

、O
C

L
C

E
lectro

n
ic

C
o
llectio

n
s

O
n

lin
e

、

S
cien

ce
D

irect

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

提
供
す
る
電
子
情
報
の
範
囲
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
利
用
で
き
る
資
料

室
を
増
や
し
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
た
め
、
平
成

一
六
年
度
か
ら
、
東
京
本
館
に
お
い
て
館
内
統
一
メ
ニ
ュ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

の
開
発
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
係
る
作
業
を
計
画
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

東
京
本
館
お
よ
び
関
西
館
に
お
け
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
利
用
は
定
着
し
、

平
成
一
七
年
度
の
論
文
利
用
数
は
約
六
万
七
、〇
〇
〇
件
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
一
六
年
度
利
用
数
の
一
・
二
倍
に
当
た
り
ま
す
。
電
子
情
報

全
体
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
枚
数
は
、
約
一
五
万
八
、〇
〇
〇
枚
と
な
り
ま
し

た
。平

成
一
七
年
八
月
に
は
、
平
成
一
八
年
度
以
降
、
東
京
本
館
に
お
い
て
拡

充
す
る
電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
実
施
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
一
六
年
度
に
引
き
続
き
、
シ
ス
テ
ム
構
築
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

器
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

平
成
一
八
年
一
〇
月
以
降
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
体
制
で
利
用
者
が
よ
り
簡

便
に
電
子
情
報
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〇
電
子
情
報
環
境
に
対
応
し
た
科
学
技
術
情
報
の
整
備
を
図
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨
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当
館
は
、
国
の
科
学
技
術
の
振
興
に
資
す
る
た
め
、
科
学
技
術
関
係
の
資

料
整
備
に
特
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
科
学
技
術
関
係

資
料
整
備
審
議
会

(

当
館
に
お
け
る
科
学
技
術
関
係
資
料
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
、
館
長
の
諮
問
に
答
え
調
査
審
議
を
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の)

の
意
見
や
答
申
を
ふ
ま
え
、
計
画
を
立
て
て
効
率
の
よ
い
資
料
収
集
を
進
め

て
い
ま
す
。

平
成
一
六
年
一
月
に
は
、｢

科
学
技
術
関
係
情
報
整
備
計
画｣

を
策
定
し
、

同
年
一
二
月
の
第
四
五
回
科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会
に
お
い
て
は
、

｢

電
子
情
報
環
境
下
に
お
け
る
国
立
国
会
図
書
館
の
科
学
技
術
情
報
整
備
の

在
り
方
に
関
す
る
提
言｣

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
度
に
は
、
科

学
技
術
系
の
外
国
雑
誌
を
大
幅
に
拡
充
し
ま
し
た
。

科
学
技
術
関
係
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
に
、
従
来
か
ら
、
国
内
で
刊
行
さ
れ
た
科
学
技
術
関
係
の
学
術
雑
誌
等
の

書
誌
・
編
集
機
関
デ
ー
タ
を
収
録
し
た

｢

日
本
科
学
技
術
関
係
逐
次
刊
行
物

総
覧
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

を
冊
子
体
で
刊
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
一
三
年

一
〇
月
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

(

国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム)
に
つ
い
て
は
、

平
成
一
六
年
度
に
規
格
・
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
ポ
ー
ト
類
一
七
六
万
件
分
の
デ
ー

タ
を
新
規
に
搭
載
し
ま
し
た
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

(

二
〇
ペ
ー
ジ
表
４
参
照)

｢

科
学
技
術
関
係
情
報
整
備
計
画｣

に
基
づ
い
て
、
資
料
の
整
備
を
進
め

ま
し
た
。
平
成
一
六
年
度
に
拡
充
し
た
外
国
雑
誌
タ
イ
ト
ル
数
を
維
持
す
る

と
と
も
に
、
欧
文
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

(

科
学
技
術
分
野
の
タ
イ
ト
ル
を
多
く

含
む)

を
約
一
、〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
追
加
し
、
論
文
利
用
数
は
平
成
一
六
年

度
か
ら
一
・
二
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。｢

雑
誌
記
事
索
引

科
学
技
術
編｣

に

つ
い
て
は
、
昭
和
四
七
〜
四
九
年
分
の
約
一
八
万
件
の
遡
及
入
力
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
科
学
技
術
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
情
報
の
拡
充
の
た
め
、
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
す
る

｢

テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内｣

に
お
い
て
、
科
学
技
術
関

連
の
調
べ
方
案
内
九
〇
テ
ー
マ
を
新
規
に
作
成
し
ま
し
た
。｢

テ
ー
マ
別
調
べ

方
案
内｣

の
科
学
技
術
関
連
分
野
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
平
成
一
七
年
三
月

の
約
一
万
三
、〇
〇
〇
件
か
ら
、
平
成
一
八
年
三
月
の
二
万
八
、〇
〇
〇
件
に

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

平
成
一
八
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
国
の

｢

第
３
期
科
学
技
術
基
本

計
画｣

で
は
、
研
究
情
報
基
盤
の
整
備
の
一
環
と
し
て
、
当
館
の
機
能
強
化

を
求
め
て
い
ま
す
。
平
成
一
八
年
度
に
は
、｢

電
子
情
報
環
境
下
に
お
け
る

国
立
国
会
図
書
館
の
科
学
技
術
情
報
整
備
の
在
り
方
に
関
す
る
提
言｣

も
ふ

ま
え
た
う
え
で
、｢

第
二
期
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本
計
画｣

を
策
定
し
、

実
施
に
移
し
ま
す
。

〇
当
館
の
利
用
が
よ
り
便
利
に
な
る
登
録
利
用
者
制
度
の
周
知
に
努

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
拡

充
す
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

当
館
で
は
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
平
成
一
四
年
度
に
登
録
利

用
者
制
度
を
導
入
し
、
東
京
本
館
・
関
西
館
の
館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
、
館
内
利
用
カ
ー
ド
発
行
の
簡
略
化
、
各
施
設
間
の
資
料
取
寄
せ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
等
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
同
じ
く
平
成
一
四
年
度
に
、
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当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
通
じ
た
複
写
の
申
込
み
を
開

始
し
ま
し
た
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

(

二
〇
ペ
ー
ジ
表
５
参
照)

平
成
一
六
年
一
〇
月
の
東
京
本
館
新
装
開
館
に
伴
う
登
録
利
用
者
制
度
の

拡
充
・
周
知
徹
底
に
引
き
続
き
、
平
成
一
七
年
度
も
そ
の
周
知
に
努
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
三
万
三
、〇
〇
〇
人
以
上
が
新
た
に
登
録
し
、
平
成
一
七

年
度
末
現
在
に
お
け
る
個
人
の
登
録
利
用
者
数
は
約
九
万
七
、〇
〇
〇
人
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
一
七
年
度
に
実
施
し
た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、
東
京
本
館
、
関
西
館
と
も
に
、
月
一
回
以
上
来
館
す
る
利
用
者
の

六
〇
％
以
上
が
登
録
利
用
者
で
し
た
。
来
館
利
用
者
に
は
、
相
当
程
度
、
制

度
が
浸
透
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
経
由
の
複
写
申
込
み
は
、
平
成

一
六
年
度
と
比
較
す
る
と
約
二
万
件
増
加
し
、
二
一
万
六
、〇
〇
〇
件
を
上

回
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
以
来
の
三
か
年
で
、
遠
隔
申
込
み
複
写
全
体

の
七
七
％
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

平
成
一
六
〜
一
七
年
度
の
二
年
間
の
取
組
み
に
よ
り
、
重
点
目
標
が
一
定

程
度
、
達
成
で
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
一
八
年
度
以
降
は
重
点
目
標
と
せ
ず
、

日
常
業
務
の
中
で
一
層
の
利
用
拡
大
に
努
め
ま
す
。
特
に
、
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
よ
る
遠
隔
申
込
み
複
写
の
利
用
者
に
対
し
、
積
極
的
に
登
録
利
用
者
制
度

お
よ
び
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
経
由
申
込
み
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

〇
書
誌
情
報
お
よ
び
所
在
情
報
の
提
供
を
拡
大
す
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

当
館
で
は
、
国
内
外
の
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
平
成
一
四
年

一
〇
月
か
ら
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
と
ア
ジ
ア
言
語

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

(

当
館
所
蔵
の
中
国
語
・
朝
鮮
語
雑
誌
お
よ
び
一
九
八
六
年
以
降

に
整
理
し
た
ア
ジ
ア
言
語
図
書
の
検
索
シ
ス
テ
ム)

を
公
開
し
、
そ
の
後
、

順
次
、
検
索
で
き
る
対
象
資
料
の
範
囲
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
過
去
に
受

け
入
れ
た
資
料
で
、
ま
だ
ア
ク
セ
ス
手
段
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
資
料
群
に

つ
い
て
は
、
平
成
一
四
年
度
に
策
定
し
た
遡
及
計
画
に
基
づ
き
遡
及
入
力
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
は
、
書
誌
情
報
に
加
え
、
資
料
一
点
一
点

に
つ
い
て
所
在
や
利
用
状
況
が
把
握
で
き
る
情
報

(

個
体
情
報)

を
表
示
し

て
お
り
、
利
用
者
が
資
料
を
申
し
込
む
際
の
利
便
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

(

二
五
ペ
ー
ジ
表
６
参
照)

平
成
一
七
年
度
に
は
、
提
供
デ
ー
タ
の
大
幅
な
拡
大
を
行
い
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
検
索
可
能
な
書
誌
デ
ー
タ
お
よ
び
雑
誌
記
事
索
引
デ
ー
タ
を
、

平
成
一
六
年
度
末
の
一
、三
九
四
万
件
か
ら
一
、四
九
〇
万
件
と
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
言
語
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
お

よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
語
の
図
書
な
ら
び
に
上
海
新
華
書
店
旧
蔵
書
の
計

五
万
六
、〇
〇
〇
冊
分
を
搭
載
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
言
語
図

書
の
ア
ジ
ア
言
語
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
へ
の
搭
載
率
は
、
平
成
一
六
年
度
末
の
五
一
％

か
ら
拡
大
し
、
七
〇
％
を
上
回
り
ま
し
た
。

書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
・
更
新
に
つ
い
て
は
、
遡
及
計
画
に
基
づ
き
、
学
習

参
考
書
、
漢
籍
、
国
内
官
庁
小
冊
子
、
洋
古
書
な
ど
の
遡
及
入
力
を
行
い
、

約
一
九
万
件
の
書
誌
デ
ー
タ
を
入
力
・
更
新
し
ま
し
た
。｢

雑
誌
記
事
索
引｣

に
つ
い
て
は
、
約
一
八
万
件
の
遡
及
入
力
を
完
了
し
た
ほ
か
、
約
四
五
万
件

の
遡
及
入
力
に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
た
、
個
体
情
報
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
三
年
以
前
の
和
図
書
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表６ 書誌データ整備・提供に関する指標･実績値

指 標 平成16年度 平成17年度

提供データ
(年度末現在の累積)

NDL-OPAC

書誌データ (件)* 7,463,624 7,860,657

雑誌記事索引データ(件) 6,477,302 7,037,440

小 計 13,940,926 14,898,097

典拠データ (件) 882,367 923,514

合 計 14,823,293 15,821,611

アジア言語OPAC 書誌データ (件) 140,952 194,881

作成・更新データ
書誌データ

総 数 (件)
うち､ 遡及計画に
基づく作成・更新

681,025

約130,000

484,194

約190,000

雑誌記事索引データ
総 数 (件)
うち､ 遡及計画に
基づく作成・更新

477,042

－

596,095

約180,000

* 日本占領関係資料 (平成16年度／259,252件､ 平成17年度／277,490件) およびプランゲ文庫 (平
成16・17年度／32,227件) は館内提供のみ｡

表７ 展示会に関する指標・実績値

指 標 平成16年度 平成17年度

東京本館・関西館 特別展示会

入場者数 (人)
(東京会場)
(関 西 館)
合 計

－
－
－

2,165
1,714
3,879

国際子ども図書館 展示会 入場者数 (人) 60,823 88,388

国立国会図書館ホームページ
｢ギャラリー｣

各コンテンツ･トップページの
アクセス数 (件) － 467,550

画像へのアクセス数 (件) 6,086,326 9,488,822

国際子ども図書館ホームページ
｢絵本ギャラリー｣

トップページ
アクセス数 (件) 39,108 48,832

表８ 国際子ども図書館の利用に関する指標・実績値

指 標 平成16年度 平成17年度

入館者数 (人) 115,119 130,877

出 納 数 (冊) 32,407 39,905

複写処理 (件) 3,429 9,553

学校図書館セット貸出し (件) 182 210

おはなし会開催 (回) 190 207

表９ レファレンス協同データベース事業に関する指標・実績値

指 標 平成16年度 平成17年度

参 加 館 (館) 新 規 135 107

累 積 283 390

累積データ数 (件) ｢レファレンス事例｣ 13,620 20,177

｢調べ方マニュアル｣ 167 357

｢特別コレクション｣ 158 231

合 計 13,945 20,765

データへのアクセス数 (件)* 29,516 151,761

* 平成16年度は参加館からのアクセス件数､ 平成17年12月以降は一般からのアクセス件数も含む｡



七
三
万
九
、〇
〇
〇
件
お
よ
び
関
西
館
で
所
蔵
し
て
い
る
文
部
科
学
省
科
学

研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
一
二
万
五
七
三
件
等
の
遡
及
入
力
を
資
料

一
冊
ご
と
に
行
い
ま
し
た
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

平
成
一
八
年
度
に
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
よ
り
多
く
の
資
料
の
検
索
・

申
込
み
を
可
能
と
す
る
た
め
、
引
き
続
き
学
習
参
考
書
、
地
図
、
国
内
博
士

論
文
等
の
遡
及
入
力
を
行
う
予
定
で
す
。
ア
ジ
ア
言
語
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
搭
載
予

定
の
資
料
群
と
し
て
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
お
よ
び
ペ
ル
シ
ア
語
図
書
等
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
個
体
情
報
の
整
備
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
書
誌
情
報
検
索
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
国
立
国
会

図
書
館
件
名
標
目
表

(

Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ)
の
改
訂
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成
一
七
年
度
の
改
訂
作
業
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
八
年
六
月
に
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予
定
で
す
。

〇
当
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
資
料
を
テ
ー
マ
に
即
し
、
広
く
公
開
す

る
企
画
展
示
会
お
よ
び
電
子
展
示
会
を
積
極
的
に
実
施
す
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

当
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
資
料
を
利
用
者
に
紹
介
す
る
た
め
、
東
京
本
館

で
は
、｢

常
設
展
示｣

と
し
て
、
様
々
な
テ
ー
マ
の
も
と
に
所
蔵
資
料
の
一

部
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
度
末
ま
で
の
開
催
回
数
は
一
三
六

回
を
数
え
ま
す
。
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
所
蔵
資
料
の
紹
介
を
通
し
て

子
ど
も
の
本
の
も
つ
魅
力
を
伝
え
、
子
ど
も
と
本
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す

る
た
め
に
、
展
示
会
・
催
し
物
を
積
極
的
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
国
内
外
の
利
用
者
が
、
時
や
場
所
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
当
館

資
料
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
電
子
展
示
会
を
拡
充
し
て
き
ま
し
た
。
国

立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

と
、
国
際
子
ど
も
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

｢

絵
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

で
は
、
特
徴
的
な
所
蔵
資
料
を

テ
ー
マ
ご
と
に
取
り
上
げ
、
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

(

二
五
ペ
ー
ジ
表
７
参
照)

東
京
本
館
で
は
、
平
成
一
〇
年
度
の
開
館
五
〇
周
年
記
念
展
示
以
来
と
な

る
大
規
模
な
特
別
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

｢

描
か
れ
た
動
物
・

植
物
―
江
戸
時
代
の
博
物
誌
―｣

と
し
、
当
館
所
蔵
の
多
様
な
博
物
誌
資
料

を
展
示
し
ま
し
た
。
東
京
本
館
の
ほ
か
、
関
西
館
で
も
開
催
し
、
合
計

三
、八
七
九
人
の
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
入
場
者
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
展
示
内
容
に
つ
い
て
八
〇
％
以
上
の
人
が

｢

と
て
も
良

い｣

ま
た
は

｢

良
い｣

と
回
答
し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

こ
の
特
別
展
示
会
の
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子

展
示
会

｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

で
公

開
し
て
い
る
テ
ー
マ
数
は
、
平
成
一
七
年
度
末
現
在
で
一
〇
と
な
り
、
年
間

ア
ク
セ
ス
数
は
約
四
七
万
件
で
し
た
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、｢

ロ
シ
ア
児
童
文
学
の
世
界
―
昔
話
か
ら
現

代
の
作
品
ま
で｣

、｢

も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
ペ
ー
タ
ー
と
ド
イ
ツ
の
子
ど
も
の
本｣

な
ど
五
回
の
展
示
会
を
開
催
し
、
平
成
一
八
年
三
月
末
ま
で
で
合
計

八
万
八
、三
八
八
人
の
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

｢

絵
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

に
は
、
新

た
に

｢

ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ル
と
絵
本
画
家
た
ち｣

を
追
加
し
ま
し
た
。

｢
絵
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
年
間
約
四
万
九
、〇
〇
〇
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

電
子
展
示
会
お
よ
び
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
展
示
会
に
つ
い
て
は
、
利
用
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者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
展
示
会
の
開
催
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
東

京
本
館
で
は
、
平
成
二
〇
年
度
に
当
館
開
館
六
〇
周
年
記
念
展
示
会
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

〇
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫

(

米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
が
所
蔵
す
る
占
領
期

日
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

の
う
ち
児
童
書
に
つ
い
て
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
の
複
製
に
よ
る
収
集
と
利
用
提
供
を
実
施
す
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
は
、
戦
後
、
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部

(

Ｇ
Ｈ
Ｑ
／

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ)

が
検
閲
の
た
め
に
納
入
さ
せ
た
資
料
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
主
任
歴
史
課

長
・
戦
史
室
長
を
務
め
て
い
た
米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
教
授
プ
ラ
ン
ゲ
博

士
に
よ
っ
て
同
大
学
図
書
館
に
移
送
さ
れ
、
所
蔵
・
公
開
さ
れ
て
き
た
も
の

で
す
。
当
館
で
は
、
資
料
的
価
値
の
高
い
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
国
内
で
の
利
用

の
便
を
図
る
た
め
、
平
成
四
年
以
降
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
と
協
力
し
な
が

ら
、
雑
誌
、
新
聞
、
通
信
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
て
収
集
し
て
お
り
、

当
館
の
憲
政
資
料
室
で
利
用
に
供
し
て
い
ま
す
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

平
成
一
七
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
図
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
事
業
を

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
と
共
同
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
一
七
年
五
月
に

同
大
学
と
の
間
で
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
第
一
段
階
と
し
て
児
童
書
を
対

象
と
す
る
こ
と
と
し
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
と
協
議
し
つ
つ
、
収
集
の
た
め

の
具
体
的
な
手
続
き
に
入
り
ま
し
た
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

国
際
子
ど
も
図
書
館
に
お
い
て
、
平
成
一
八
年
度
中
に
カ
ラ
ー
・
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
利
用
を
開
始
す
る
こ
と
を
重
点
目
標
と
し
ま
す
。

〇
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
お
よ
び
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
機
能
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
児
童
書
専
門
図
書
館
と
し
て

新
た
な
展
開
を
図
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
平
成
一
二
年
に
国
立
国
会
図
書
館
の
支
部
図
書

館
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
わ
が
国
初
の
国
立
の
児
童
書
専
門
図
書
館
で
す
。

子
ど
も
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
第
一
線
に
あ
る
国
内
外
の
図
書
館
を
支
援
し
、
子

ど
も
の
本
と
出
版
文
化
に
関
す
る
広
範
な
調
査
・
研
究
を
支
援
す
る
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
楽
し
さ
を

伝
え
、
図
書
館
や
本
の
世
界
に
親
し
む
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
を
基
本
的

な
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

(

二
五
ペ
ー
ジ
表
８
参
照)

平
成
一
七
年
度
の
入
館
者
数
は
一
三
万
人
を
超
え
、
前
年
度
を
約
一
四
％

上
回
り
ま
し
た
。
資
料
室
の
利
用
者
数
や
出
納
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
所

蔵
資
料
の
充
実
の
た
め
の
取
組
み
と
し
て
は
、
国
内
の
未
収
児
童
書
・
児
童

雑
誌
の
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
外
国
語
資
料
と
し
て
は
、
中
国
語
資
料

を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
地
域
の
新
刊
児
童
書
を
重
点
的
に
収
集
し
ま
し
た
。

学
校
図
書
館
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
児
童
書
等
約
四
〇
冊
か
ら
六
〇
冊

を
セ
ッ
ト
で
貸
し
出
す

｢

学
校
図
書
館
セ
ッ
ト
貸
出
し｣

で
、
ア
ジ
ア
セ
ッ

ト

(

中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国)

を
新
た
に
構
築
し
ま
し
た
。｢

学
校
図
書

館
セ
ッ
ト
貸
出
し｣

の
件
数
は
、
二
〇
〇
件
を
超
え
ま
し
た
。
土
曜
日
・
日

曜
日
に
開
く

｢

子
ど
も
の
た
め
の
お
は
な
し
会｣

は
年
間
二
〇
七
回
を
数
え
、

参
加
す
る
た
び
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
い
く

｢

お
は
な
し
会
カ
ー
ド｣

を
開

始
し
ま
し
た

(

展
示
会
に
つ
い
て
は
、｢

当
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
資
料
を

テ
ー
マ
に
即
し
、
広
く
公
開
す
る
企
画
展
示
会
お
よ
び
電
子
展
示
会
を
積
極
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的
に
実
施
す
る｣

を
参
照
。)

。

平
成
一
七
年
三
月
の

｢

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
図
書
館
奉
仕
の
拡
充
に
関

す
る
調
査
会｣

の
答
申
を
受
け
、
児
童
書
専
門
図
書
館
と
し
て
の
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
展
開
の
た
め
、
中
長
期
的
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、｢

国
際
子
ど
も
図
書
館
拡
充
基
本
計
画｣

を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
同
計
画
で
は
、(

一)

児
童
書
の
包
括
的
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
構
築
と
提
供
の
充
実
、(

二)

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
支
援
、(

三)

内

外
の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
と
国
際
活
動
の
推
進
、
の
三
つ
を
柱
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

平
成
一
八
年
度
に
は
、｢

国
際
子
ど
も
図
書
館
拡
充
基
本
計
画｣

を
早
期

に
確
定
し
、
所
蔵
資
料
の
充
実
、
効
果
的
な
利
用
提
供
、｢

児
童
書
総
合
目

録｣

等
の
情
報
提
供
機
能
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
重
点
目
標
に
掲
げ
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
必
要
な
建
物
整
備
の
た
め
の
建
築
調
査
等
を
行
う

予
定
で
す
。

��������� ������������������
���������������������������
���������������������������
�����〇
国
際
図
書
館
連
盟

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

と
の
連
携
お
よ
び
ア
ジ
ア
の
図

書
館
と
の
交
流
を
中
心
と
し
て
、
国
際
的
な
図
書
館
連
携
を
強
化

す
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

当
館
は
、
各
国
の
図
書
館
と
の
協
力
・
連
携
を
行
う
た
め
、
国
際
図
書
館

連
盟

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

、
国
立
図
書
館
長
会
議

(

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ)

等
に
加
盟
し
、

国
際
会
議
・
交
流
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
の
図
書
館

と
の
交
流
で
は
、
中
国
国
家
図
書
館
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
お
よ
び
韓
国

国
会
図
書
館
と
の
業
務
交
流
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
館
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
資
料
保
存
コ
ア
活
動

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ)

ア

ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
資
料
保
存
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
、

教
育
・
広
報
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
国
立
図
書
館
長
会
議

(

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ)

の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

『C
D

N
L

A
O

N
ew

sletter』

の
編
集
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
八
の
分
科
会
に
登
録
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
規
に
大
学
図
書
館
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
新
聞
の
三

分
科
会
に
登
録
し
た
ほ
か
、
目
録
分
科
会
連
絡
委
員
を
新
た
に
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
の
図
書
館
と
の
連
携
・
協
力
と
し
て
は
、
韓
国
お

よ
び
中
国
の
国
立
図
書
館
と
引
き
続
き
業
務
交
流
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｄ

Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
を
含
む
ア
ジ
ア
地
域
開
催
の
国
際
会
議
五
つ
に
参
加
、
う
ち
四
つ

の
会
議
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
一
八
年
三
月
の
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
会
議

で
は
、
平
成
二
〇
年
の
同
会
議
を
当
館
で
開
催
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
受
諾

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、『

C
D

N
L

A
O

N
ew

sletter』

に
つ
い
て
は
、
年
度

内
に
第
五
三
号
か
ら
五
五
号
ま
で
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
刊
行
し
ま
し

た
。Ｉ

Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
一
二
月
に
ア
ジ
ア
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
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Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
等
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・

津
波
の
被
災
に
関
す
る
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
一
六
八
名
の
参
加
を
得

て
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
以
外
の
国
々
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
立
図
書
館
と
の
間
で
、

電
子
情
報
の
保
存
等
の
共
通
の
関
心
分
野
で
協
力
を
進
め
る
た
め
、
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
ま
た
、
英
国
図
書
館
長
等
を
招
へ
い
し
、｢

デ
ジ
タ
ル
時

代
に
お
け
る
図
書
館
の
変
革
―
課
題
と
展
望
―｣

と
題
し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
講
演
会
等
を
行
い
ま
し
た
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

当
館
で
は
、
今
後
の
協
力
活
動
の
基
本
方
針
を
策
定
中
で
す
。
平
成
一
八

年
度
前
半
の
確
定
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
韓
国
で
開
催
さ
れ
る
平
成
一
八
年
八
月
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ

ソ
ウ
ル
大
会
の
関
連
事
業
と
し
て
、
資
料
保
存
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
当

館
で
実
施
す
る
こ
と
を
新
た
な
重
点
目
標
に
掲
げ
ま
す
。

〇
国
内
の
図
書
館
職
員
を
対
象
と
し
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術
を
用
い
た
遠

隔
研
修
事
業
を
平
成
一
七
年
度
か
ら
実
施
す
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

当
館
で
は
こ
れ
ま
で
、
図
書
館
職
員
を
対
象
に
、
資
料
電
子
化
研
修
、
ア

ジ
ア
情
報
研
修
、
科
学
技
術
資
料
研
修
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
研
修
と
い
っ
た
様
々

な
集
合
型
研
修
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
全
国
の
図
書
館
職
員

が
遠
隔
地
か
ら
研
修
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
平
成
一
五
年

度
か
ら
、
新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
遠
隔
研
修
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
着
手
し
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
度
に
は
、
一
つ
め
の
教
材
テ
ー
マ
を

｢

資
料
保
存｣

と
し
、
教
材
作
成
お
よ
び
遠
隔
研
修
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行

い
ま
し
た
。

∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

資
料
保
存
を
テ
ー
マ
と
す
る
教
材
の
作
成
を
完
了
し
、
平
成
一
八
年
三
月

か
ら
試
験
運
用
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
一
七
年
度
後
半
か
ら
の
遠
隔
研
修

開
始
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
が
予
定
よ
り
遅
れ

た
た
め
、
重
点
目
標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
格
実
施
は
、
平
成

一
八
年
六
月
か
ら
と
な
る
予
定
で
す
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

平
成
一
八
年
度
に
は
、
一
五
〇
人
規
模
で
二
回
の
研
修
実
施
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
二
件
の
教
材
作
成
を
開
始
し
ま
す
。

〇
国
内
外
の
図
書
館
と
協
力
し
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
事
例
の
収
集
・
蓄
積
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
平
成
一
七
年

度
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
そ
れ
ら
を
公
開
す
る

∧
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
経
緯
・
実
績
∨

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
は
、
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書

館
、
専
門
図
書
館
等
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
、
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

参
加
館
情
報
等
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
図
書
館
等
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー

ビ
ス
お
よ
び
一
般
国
民
の
調
査
研
究
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

平
成
一
四
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で
実
験
事
業
を
実
施
し
、
平
成
一
六
年

四
月
か
ら
、
参
加
館
に
対
し
て
デ
ー
タ
の
公
開
を
始
め
ま
し
た
。
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∧
平
成
一
七
年
度
の
実
績
∨

(

二
五
ペ
ー
ジ
表
９
参
照)

平
成
一
七
年
度
は
、
事
業
の
本
格
実
施
の
初
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
七
月

か
ら
九
月
に
は
、
参
加
館
の
追
加
募
集
を
行
い
、
新
た
に
一
〇
七
館
の
参
加

を
得
ま
し
た
。
参
加
館
は
合
計
で
三
九
〇
館
と
な
り
、
都
道
府
県
立
図
書
館

五
四
館
、
大
学
図
書
館
九
三
館
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
新
規
の
デ
ー
タ

登
録
は
約
七
、
〇
〇
〇
件
で
、
平
成
一
七
年
度
末
の
累
積
デ
ー
タ
数
は
約

二
万
一
、〇
〇
〇
件
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
一
七
年
一
二
月
に
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
一
般
公
開
を
開
始

し
、
重
点
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
一
五
万
件

を
超
え
、
事
業
は
着
実
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

∧
今
後
の
取
組
み
∨

平
成
一
八
年
度
か
ら
は
、
事
例
登
録
数
の
増
加
と
利
用
の
促
進
を
新
た
な

重
点
目
標
に
掲
げ
ま
す
。
目
標
実
現
の
た
め
、
参
加
館
に
対
し
て
は
、
各
種

研
修
の
実
施
に
よ
り
日
常
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
で
の
活
用
方
法
の
案
内
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
広
く
図
書
館
・
国
民
に
周
知
し
て
、
利
用
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

二

平
成
一
八
年
度
重
点
目
標

平
成
一
八
年
度
は
、
平
成
一
七
年
度
の
評
価
を
ふ
ま
え
、
次
の

一
三
の
重
点
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

�����������○｢

立
法
府
の
ブ
レ
ー
ン｣

と
し
て
、
当
館
の
豊
富
な
蔵
書
を
背
景

に
、
想
定
さ
れ
る
国
政
課
題
に
つ
い
て
、
高
度
な
調
査
能
力
を
活

か
し
た
自
発
的
な
調
査
を
充
実
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
立
法
・
政
策

立
案
の
根
拠
と
な
る
客
観
的
か
つ
正
確
な
デ
ー
タ
を
含
む
調
査
報

告
の
提
供
に
一
層
努
め
る
。
特
定
テ
ー
マ
を
多
角
的
に
分
析
す
る

｢

総
合
調
査｣

を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

○｢

議
員
の
た
め
の
情
報
セ
ン
タ
ー｣

と
し
て
、
国
会
会
議
録
等
の

立
法
関
連
情
報
や
国
政
審
議
に
有
用
な
情
報
を
整
備
し
、
効
果
的

に
提
供
す
る
。

���������������
○｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
大

正
期
刊
行
図
書
の
大
部
分
を
平
成
二
一
年
度
ま
で
に
公
開
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
資
料
の
著
作
権
処
理
を
着
実
に
進
め
、
電
子
化
を

行
う
。

○
日
本
国
内
で
発
信
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
に
つ
い
て
制
度

的
収
集
を
行
い
、
平
成
二
一
年
度
の
提
供
を
目
指
し
、
保
存
・
提

供
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

○
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
・
提
供
す
る
機
関
と
協
力
し
て
、

わ
が
国
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
総
合
的
な
ポ
ー
タ
ル
・
サ
イ
ト
を
構

築
し
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
提
供
を
行
う
。

���������������
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
下
に
お
け
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た

資
料
の
収
集
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
ま
た
、
資
料
へ
の
永
続
的
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な
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
化
を
は
じ
め
と
し
た

予
防
的
保
存
対
策
を
実
施
す
る
。

○
当
館
所
蔵
資
料
の
書
誌
情
報
の
提
供
を
拡
大
す
る
。
ま
た
、
資
料

の
所
在
と
利
用
に
関
す
る
情
報
の
整
備
に
努
め
る
。

○
電
子
情
報
流
通
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
科
学
技
術
情
報
の
整
備
・
提

供
を
行
う
。
ま
た
、
施
設
内
に
お
い
て
、
電
子
情
報
の
利
用
環
境

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
す
る
。

○
関
西
館
に
お
い
て
、
開
架
資
料
の
整
備
等
、
来
館
利
用
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
情
報
の
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス

を
強
化
す
る
。

○
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
お
い
て
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
利
用
提
供

を
開
始
す
る
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫

(

米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
所
蔵
の

占
領
期
日
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

を
は
じ
め
と
し
て
、
所
蔵
資
料

の
充
実
を
図
り
、
効
果
的
な
利
用
提
供
を
行
う
。
ま
た
、｢

児
童

書
総
合
目
録｣

等
の
情
報
提
供
機
能
を
拡
充
す
る
。

���������○
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
し
て
各
国
図
書
館
と
の
連
携
協
力
を
深
め
る

た
め
、
二
〇
〇
六
年
国
際
図
書
館
連
盟

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

ソ
ウ
ル
大

会
関
連
事
業
を
実
施
す
る
。

○
全
国
の
図
書
館
と
協
力
し
て
、｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス｣

の
事
例
登
録
数
の
増
加
に
努
め
る
と
と
も
に
、
利
用
促
進
を

図
る
。

○
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
二
〇
年

度
ま
で
に
都
道
府
県
域
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
統
合
検
索
す
る
機

能
を
シ
ス
テ
ム
に
備
え
る
と
と
も
に
、
円
滑
な
相
互
貸
借
の
支
援

を
行
う
。

三

平
成
一
七
年
度
サ
ー
ビ
ス
基
準
評
価

当
館
で
は
、
当
館
が
提
供
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
明
確

に
す
る
た
め
、
具
体
的
な
数
値
を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス
基
準
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

平
成
一
七
年
度
は
、
一
八
基
準
三
〇
項
目
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
基
準
に
つ
い
て
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。
三
〇
項
目
中
二
八
項
目

に
つ
い
て
基
準
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
個
々
の
基
準
の
達
成
状
況
に

つ
い
て
は
、
三
二
〜
三
五
頁
の
と
お
り
で
す
。

四

平
成
一
八
年
度
サ
ー
ビ
ス
基
準

平
成
一
八
年
度
は
、
一
七
基
準
二
七
項
目
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ

ち
ら
は
三
六
〜
三
七
頁
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
活
動
評
価
の
制
度
や
、
本
稿
で
紹
介
し
た
平
成
一
八
年
度
重
点
目

標
・
サ
ー
ビ
ス
基
準
お
よ
び
平
成
十
七
年
度
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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平成18年度 国立国会図書館の活動評価
東京本館資料の取寄せ
にかかる時間
申込日から４日 (休館
日を除く)

申込日から４日
(休館日を除
く)

100％ 100.0％ 100.0％ ○
平成17年９月の標本調査に
よる｡

＜国際子ども図書館館内利用サービス＞

平成17年度基準

評 価

平成17年度設定値 平成16年度
実 績 値

平成17年度
実 績 値

達成
状況

平成17年度
補足説明基準区分 基準値

展示会・催物の開催頻
度
展示会の開催日数：開
館日の90％以上
講演会等の催し物開催
数：年間７回以上

展示会の開催
日数：開館日
における割合

90％
以上

92.0％ 90.9％ ○

｢ロシア児童文学の世界－
昔話から現代の作品まで－｣
｢ゆめいろのパレットⅡ－
野間国際絵本原画コンクー
ル入賞作品アジア・アフリ
カ・ラテンアメリカから－｣
等､ 計五つの展示会を延べ
259日開催｡

講演会等の催
物開催数

７回
以上

13回 16回 ○

展示会に関連する講演会の
ほか､ 科学あそび ｢見えな
いものを見てみよう－ゴム
風船を使った空気の実験－｣
などを開催｡

閲覧できる開架資料冊
数
子どものへや：昔話や
読み継がれてきた絵本・
読み物を中心に8,000
冊以上
世界を知るへや：世界
各国を紹介する本や海
外の絵本を120か国
1,000冊以上
メディアふれあいコー
ナー：子どもたちが親
しめる電子資料を100
点以上

子どものへや
開架資料数

8,000
冊以上

8,500冊 9,005冊 ○

平成17年度末現在の数値に
よる｡

世界を知るへ
や開架資料数

120か国
1,000
冊以上

120か国
1,520冊

120か国
1,570冊

○

メディアふれ
あいコーナー
利用可能電子
資料数

100
点以上

104点 104点 ○

第一および第二資料室
における閉架書庫資料
の閲覧にかかる時間
出納または出納できな
い理由の通知：95％以
上について､ 申込みか
ら20分以内

出納または出
納できない理
由の通知：申
込みから20分
以内

95％
以上

出納：
98.5％
謝絶：
100.0％
※平成16年
は出納と謝
絶を区分し
て設定｡

97.8％ ○
平成17年９月の標本調査に
よる｡
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図書および雑誌カウン
ターにおける書庫内資
料の閲覧にかかる時間
出納または出納できな
い理由の通知：95％以
上について､ 申込みか
ら30分以内

出納または出
納できない理
由の通知：申
込みから30分
以内

95％
以上

出納：
99.3％
謝絶：
95.7％
※平成16年
度は出納と
謝絶を区分
して設定｡

97.9％ ○

平成17年９月の標本調査に
よる｡ 標本は､ 図書カウン
ターおよび雑誌カウンター
から抽出｡

複写にかかる時間
オンライン複写：90％
以上について､ 申込み
から60分以内
即日複写：80％以上に
ついて､ 申込みから30
分以内
後日複写：申込日から
４日 (休館日を除く)｡
ただし､ 撮影を伴うも
のは申込日から７日
(休館日を除く)

オンライン複
写：申込みか
ら60分以内

90％
以上

(平成17
年度より
追加)

99.1％ ○
平成17年９月の標本調査に
よる｡

即日複写：申
込みから30分
以内

80％
以上

84.0％ 98.5％ ○
平成17年９月の標本調査に
よる｡

後日複写：申
込日から４日
(休館日を除
く)｡ ただし､
撮影を伴うも
のは申込日か
ら７日 (休館
日を除く)

100％

通常の申
込みにつ
いて
100.0％
※平成16年
度の基準対
象は申込日
から４日の
通常の申込
みのみ

通常の申
込みにつ
いて
100.0％

○

平成17年９月の標本調査に
よる｡
標本は､ 出来上がり予定日
が４日と７日 (休館日を除
く)の申込みから抽出し､
特殊な事情の申込みを除い
た｡

関西館資料の取寄せに
かかる時間
申込日から４日 (休館
日を除く)

申込日から４
日 (休館日を
除く)

100％ 100.0％ 100.0％ ○
平成17年９月の標本調査に
よる｡

＜関西館館内利用サービス＞

平成17年度基準

評 価

平成17年度設定値 平成16年度
実績値

平成17年度
実績値

達成
状況

平成17年度
補足説明基準区分 基準値

閲覧できる開架資料冊数
総合閲覧室の開架：各
分野の参考図書､ 主要
な雑誌・新聞等を５万
冊以上
アジア情報室の開架：
アジア言語資料・アジア
関係資料を３万冊以上
全分野にわたる海外電
子ジャーナルの閲覧：
1万タイトル以上

総合閲覧室の
開架冊数

５万冊
以 上

約７万
2,000冊

７万
8,407冊

○

平成17年度末現在の数値に
よる｡ 電子ジャーナルは､
欧文電子ジャーナルタイト
ル数｡

アジア情報室
の開架冊数

３万冊
以 上

約３万
3,000冊

３万
1,924冊

○

電子ジャーナ
ルの閲覧可能
資料数

１ 万
タイトル
以 上

約１万５千
タイトル

約１万６千
タイトル

○

書庫内資料の閲覧にか
かる時間
出納または出納できな
い理由の通知：90％以
上について､ 申込みか
ら20分以内

出納または出
納できない理
由の通知：90
％以上につい
て､ 申込みか
ら20分以内

90％
以上

出納：
100.0％
謝絶：
66.7％
※平成16年
年度の基準
区分は申込
みから30分
以内｡ また､
出納と謝絶
を区分して
設定｡

98.6％ ○
平成17年９月の標本調査に
よる｡



平成18年度 国立国会図書館の活動評価
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当館ホームページの各
種総合目録データベー
ス更新頻度
総合目録ネットワーク：
毎日
点字図書・録音図書全
国総合目録：月１回
児童書総合目録データ
ベース：週１回

総合目録ネッ
トワーク更新
頻度

毎 日 毎 日
303回
／年

×

システム改修やメンテナン
スのため､ 計62日更新でき
なかった｡ 平成17年度末現
在の提供数は､ 総書誌デー
タ約3,290万件､ 基本デー
タ約850万件｡

点字図書・録
音図書全国総
合目録更新頻
度

月１回 月１回 月１回 ○
平成17年度末現在の提供数
は､ 書誌データ約33万件｡

児童書総合目
録データベー
ス更新頻度

週１回 週１回 週１回 ○
平成17年度末現在の提供数
は､ 書誌データ約71万件｡

｢納本制度｣ に基づき
収集する国内刊行資料
(非図書資料を除く)の
利用
当館ホームページの
｢日本全国書誌｣ (週刊)
への掲載：85％以上に
ついて､ 受入日から60
日以内

当館ホームペ
ージの ｢日本
全国書誌｣(週
刊)への掲載：
受入日から60
日以内

85％
以上

99.2％
＊

98.7％ ○

平成17年９月の標本調査に
よる｡ 標本は､ ｢納本制度｣
に基づき受け入れた図書お
よび新規受入逐次刊行物か
ら抽出｡

｢納本制度｣ に基づき
収集する国内刊行資料
(非図書資料を除く)の
利用
当館ホームページの
NDL-OPAC による利
用開始：85％以上につ
いて､ 受入日から70日
以内

当館ホームペ
ージの NDL-
OPACによる
利用開始：受
入日から70日
以内

85％
以上

98.1％
＊

96.5％ ○

平成17年９月の標本調査に
よる｡ 標本は､ ｢納本制度｣
に基づき受け入れた図書お
よび逐次刊行物から抽出｡

当館ホームページ上の
電子展示会の内容追加
頻度
国立国会図書館ホーム
ページの ｢ギャラリー｣：
年間２件追加

国立国会図書
館ホームページ
の｢ギャラリー｣
の内容追加

２件 ３件 １件 ×
｢描かれた動物・植物―江
戸時代の博物誌―｣ を新た
に公開｡

＊平成16年度実績値は､ 平成17年度実績値の算出方法と揃えて算出しなおしたため､ 昨年度公表の評価結
果の数値と微細な差異が生じています｡

＜東京本館館内利用サービス＞

平成17年度基準

評 価

平成17年度設定値 平成16年度
実 績 値

平成17年度
実 績 値

達成
状況

平成17年度
補足説明基準区分 基準値

電子資料室で利用可能
な電子ジャーナルのタ
イトル数
全分野にわたる海外電
子ジャーナル１万タイ
トル以上

電子資料室で
利用可能な電
子ジャーナル
タイトル数

１ 万
タイトル
以 上

約１万５千
タイトル

約１万６千
タイトル

○
平成17年度末現在の欧文電
子ジャーナルタイトル数｡
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平成17年度サービス基準評価
＜遠隔利用サービス＞

平成17年度基準

評 価

平成17年度設定値 平成16年度
実 績 値

平成17年度
実 績 値

達成
状況

平成17年度
補足説明基準区分 基準値

インターネット経由の
複写依頼にかかる日数
複写物の発送：80％以
上について､ 受理日か
ら５日 (休館日を除く)
以内
複写できない理由の通
知：80％以上について､
受理日から４日 (休館
日を除く) 以内

複写物の発送
：受理日から
５日 (休館日
を除く)以内

80％
以上

86.3％ 90.0％ ○

平成17年９月の標本調査に
よる｡複写できない

理由の通知：
受理日から４
日 (休館日を
除く) 以内

80％
以上

88.0％ 94.7％ ○

図書館を通じて申し込
まれた資料貸出しにか
かる日数
資料の発送または貸出
しできない理由の通知：
80％以上について､ 受
理日から４日 (休館日
を除く) 以内

資料の発送ま
たは貸出しで
きない理由の
通知：受理日
から4日 (休
館日を除く)
以内

80％
以上

発送：
95.3％
謝絶：
100.0％
※平成16年
度は発送と
謝絶を区分
して設定｡

95.1％ ○
平成17年９月の標本調査に
よる｡

図書館を通じて申し込
まれた文書レファレン
ス・サービスにかかる
日数
回答の発送：75％以上
について､ 受理日から
20日以内

回答の発送：
受理日から20
日以内

75％
以上

71.4％ 92.8％ ○

東京本館・関西館は平成17
年８～９月の標本調査､ 国
際子ども図書館は平成17年
９～10月の標本調査による｡

平成16年度実績は､ 71.4％
と基準を達成できていなかっ
たため､ 平成17年度初めに
業務改善を行った結果､ 日
数の短縮が実現した｡

当館ホームページ提供
時間
国立国会図書館ホーム
ページ：提供時間 (週
７日24時間いつでも)
の99.9％以上
国際子ども図書館ホー
ムページ：提供時間
(週７日24時間いつで
も) の99.3％以上

国立国会図書
館ホームペー
ジ：提供時間
(週７日24時間
いつでも)の内

99.9％
以上

100.0％ 99.9％ ○
サーバ運用保守およびネッ
トワーク機器の障害のため､
計55分間停止｡

国際子ども図
書館ホームペー
ジ：提供時間
(週７日24時間
いつでも)の内

99.3％
以上

(平成17
年度より
追加)

99.4％ ○
法定停電､ 定期点検､ ネッ
トワーク回線の入替えのた
め､計51時間停止｡

当館ホームページの
NDL-OPAC 提供時間
利用提供：提供時間
(月－土曜日：7－28時
(翌４時)､ 日曜日：7－
25時(翌１時)､ 第３日
曜日は７－22時) の95
％以上

利用提供：提
供時間 (月－
土曜日：7－28
時(翌４時)､
日曜日：7－25
時(翌１時)､
第３日曜日は
7－22時)の内

95％
以上

95.2％ 98.7％ ○
システム障害やメンテナン
スのため､ 計98.5時間停止｡
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＜東京本館館内利用サービス＞

サービス基準 達成目標

図書および雑誌カウンターにおける書庫内資料の閲覧について､ 申込み
から25分以内に提供します｡

90％

＜複写にかかる時間＞

オンライン複写について､ 申込みから50分以内に提供します｡ 90％

即日複写について､ 申込みから30分以内に提供します｡ 90％

後日複写について､ 申込日から４日 (休館日を除く) で提供します｡
ただし､ 撮影を伴うものは申込日から７日 (休館日を除く) で提供し
ます｡

90％

関西館資料の取寄せについて､ 申込日から４日 (休館日を除く) で提供
します｡

99％

＜関西館館内利用サービス＞

サービス基準 達成目標

＜閲覧できる開架資料冊数＞

総合閲覧室において､ 各分野の参考図書､ 主要な雑誌・新聞等を７万
冊以上開架します｡

100％

アジア情報室において､ アジア言語資料・アジア関係資料を３万冊以
上開架します｡

100％

書庫内資料の閲覧について､ 申込みから15分以内に提供します｡ 80％

東京本館資料の取寄せについて､ 申込日から４日 (休館日を除く) で提
供します｡

99％

＜国際子ども図書館館内利用サービス＞

サービス基準 達成目標

＜展示会・催物の開催頻度＞

展示会を開館日の90％以上開催します｡ 100％

講演会等の催物を年間７回以上開催します｡ 100％

＜閲覧できる開架資料冊数＞

｢子どものへや｣ において､ 昔話や読み継がれてきた絵本・読み物を
8,000冊以上開架します｡

100％

｢世界を知るへや｣ において､ 世界各国を紹介する本や海外の絵本を
120か国1,000冊以上開架します｡

100％

｢メディアふれあいコーナー｣ において､ 電子資料100点以上を利用可
能とします｡

100％

第一および第二資料室における書庫内資料の閲覧について､ 申込みから
15分以内に提供します｡

80％
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平成18年度サービス基準

＜遠隔利用サービス＞

サービス基準 達成目標

インターネット経由の複写依頼について､ 受理日から５日 (休館日を除
く) 以内に発送します｡

80％

図書館を通じて申し込まれた資料貸出しについて､ 受理日から４日 (休
館日を除く) 以内に発送します｡

90％

図書館を通じて申し込まれた文書レファレンス・サービスについて､ 受
理日から20日以内に回答します｡

90％

＜当館ホームページ提供時間＞

国立国会図書館ホームページ提供時間 (365日24時間) のうち､ 99.9
％以上の利用を可能とします｡

100％

国際子ども図書館ホームページ提供時間 (365日24時間) のうち､ 99.3
％以上の利用を可能とします｡

100％

＜当館ホームページのNDL-OPAC提供時間＞

当館ホームページの NDL-OPAC 提供時間 (月～土曜日：７－28時
[翌４時]､ 日曜日：７－25時 [翌１時] (ただし､ 第３日曜日は７－
22時)) のうち､ 95%以上の利用を可能とします｡

100％

＜当館ホームページの各種総合目録等データベース提供時間＞

総合目録ネットワーク､ 全国新聞総合目録､ 児童書総合目録およびレ
ファレンス協同データベースの提供時間 (365日24時間) ならびに点
字図書・録音図書全国総合目録の提供時間 (NDL-OPAC と同じ) の
うち､ 95％以上の利用を可能とします｡

100％

＜｢納本制度｣ に基づき収集する国内刊行資料(非図書資料を除く) の利用＞

当館ホームページの ｢日本全国書誌｣ (週刊) に受入日から50日以内
に掲載します｡

90％

NDL-OPAC において､ 受入日から65日以内に資料の利用申込みを可
能とします｡

90％

NDL-OPACの雑誌記事索引について､ 受入日から70日以内に索引デー
タの利用を可能とします｡

80％

＜電子展示会の内容追加頻度＞

国立国会図書館ホームページの ｢ギャラリー｣ に新しいテーマを年間
２件追加します｡

100％

国際子ども図書館ホームページの ｢絵本ギャラリー｣ に新しいテーマ
を年間１件追加します｡

100％



国立国会図書館件名標目表2005年度版を更新

国立国会図書館件名標目表 (NDLSH) は､ 当館の目録に適用する件名標

目を収録した一覧表です｡ これまで､ ｢2004年度版 (2005年３月末現在)｣ を

当館ホームページに掲載してきましたが､ 平成18年 (2006) ６月中に ｢2005

年度版 (2006年３月末現在)｣ に更新します｡ URLは以下のとおりです｡

・NDLSH2005年度版

http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/ndl_ndlsh.html

・国立国会図書館ホームページのトップページ (http://www.ndl.go.jp/)

から､ ｢図書館員のページ｣ → ｢書誌データの作成及び提供｣ とリンクをた

どることでもアクセスできます｡

平成３年 (1991) の NDLSH 第５版刊行後に新設した件名標目を追加収録

するとともに､ 平成16年 (2004) から継続して行っているNDLSH改訂作業

の結果を反映しています｡

改訂作業では､ ｢を見よ｣ 参照､ ｢をも見よ｣ 参照､ スコープノート (限定

注記) の充実を図るとともに､ 細目の運用基準の明確化､ 日本十進分類法新

訂９版分類記号の付与などを行い､ 件名標目表全体をより合理的で使いやす

くすることを目指しています｡

(書誌部書誌調整課)

子ども霞が関見学デーのお知らせ

｢子ども霞が関見学デー｣ は､ 小中学生が広く社会を

知り､ 国の業務に対する理解を深める体験活動の機会

として､ 文部科学省を中心に実施する行事です｡ 国立

国会図書館東京本館では､ ８月23日(水)・24日(木) に

｢日本でいちばん大きい図書館を探検しよう｣ と題した

プログラムを実施します｡ 参加を希望される方は､ 事前にお申し込みください｡

詳細は当館ホームページ ｢ニュース｣ をご覧ください｡

問い合わせ先：総務部総務課広報係 03-3506-5103 (直通)
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夏休み催物 ｢科学あそび｣いろいろな音を楽しもう～身近なもので楽器作り

国際子ども図書館では､ 毎年夏休み期間にあわせて､ 子ども向け催物を行っていま

す｡ 昨年に引き続き科学の本に対する子どもたちの興味を育むため､ ｢科学あそび｣ を

開催します｡ 今年は打楽器と管楽器の２コースを設けました｡ 身近にある材料 (紙袋

やストローなど) を使った簡単な楽器を作り､ いろいろな "音" を楽しみます｡

日 時：平成18年７月29日(土) 午後１時30分～､ ３時～

平成18年７月30日(日) 午後１時30分～､ ３時～

各回とも２コース実施｡ ４回ともすべて同じ内容です｡

所要時間はいずれも１時間程度です｡

場 所：国際子ども図書館３階ホール およびワークルーム

対 象：打楽器コース (満４歳以上)､ 管楽器コース (小学校１年生以上)

※どちらも大人の方は入れません

人 数：各回・各コースとも15名程度 (事前申込制・先着順)

参 加 費：無 料

申込み方法：直接来館､ 往復はがき､ 電子メール (定員になり次第締め切ります)

詳細は国際子ども図書館ホームページ (http://www.kodomo.go.jp/)

をご覧ください｡

※夏休み催物 ｢科学あそび｣ 開催期間中､ ｢子どものためのおはなし

会｣ はお休みします｡

問い合わせ先：国立国会図書館国際子ども図書館児童サービス課

〒110-0007 東京都台東区上野公園12-49 TEL：03-3827-2053 (代表)

５月の連休の状況－２日間で3,000名を超える来館

今年のゴールデン・ウィークは天候に恵まれた

こともあってか､ ５月５日は1,923名､ ５月６日に

は1,147名が来館した｡

５日のこどもの日は､ おはなしのへやにおいて､

｢子どものためのこどもの日おたのしみ会｣ を開催

し､ 大型絵本の読み聞かせ 『わゴムはどのくらい

のびるかしら？』 (ほるぷ出版) や人形劇 ｢犬と猫

とうろこ玉｣ (日本の昔話) などを13時30分と15時からの２回 (各回40分) 行った｡ 参

加した子どもはそれぞれ39名､ 23名の計62名であった｡ みんなで場所を譲り合いなが

ら､ 大型絵本の読み聞かせなどを楽しんだ｡ 人形劇終了後には､ 職員手作りの人形と

握手をしたり､ うれしそうにさわったりしていた子どももいた｡

６日は ｢絵本作家 いわむらかずお おはなし会｣ を国際子ども図書館３階ホールで

開催した｡ これは､ 財団法人児童健全育成推進財団が主催する児童福祉週間60周年記

念 ｢全国児童館フェスタ2006 in Tokyo｣ の催しの一環に､ 国際子ども図書館が協力

したものである｡ いわむら氏が､ ｢いわむらかずお絵本の丘美術館｣ (栃木県那須郡)

周辺で出会ったリスなどの動物たちについて話した後､ 自身の著書 『もりのあかちゃ

ん』 (至光社)､ 『14ひきのかぼちゃ』 (童心社) 等の読み聞かせを行った｡ 11時と14時

からの２回 (各回40分) 行い､ 参加した親子はそれぞれ56名､ 72名であった｡
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図書館に関する調査・研究をお手伝いします

－"Current Awareness Portal" 提供開始－

国立国会図書館は､ 図書館員・図

書館学研究者その他の皆様に向けて､

月2回お届けするメールマガジン

『カレントアウェアネス－Ｅ』､ 季刊

誌 『カレントアウェアネス』 などで

国内外の図書館界に関する情報の発

信を行っています｡

メールマガジンという手段を用い

た 『カレントアウェアネス－Ｅ』 を

創刊した2002年と比べても､ ここ最

近インターネット上で発信される情

報は格段に増え､ 情報の流れも速くなりました｡ 気の遠くなるほど膨大な情報の中か

ら､ 特に注目すべきトピックを厳選して簡潔にお伝えすることを基本方針としている

『カレントアウェアネス』 『カレントアウェアネス－Ｅ』 ですが､ 漏れてしまう (ボツ

になってしまう) もの､ 時間が経って速報でなくなってしまうものも多く､ これだけ

では皆様に ｢図書館界の現在｣ を十分にお伝えしきれないと感じていたところです｡

そこで､ 最新の情報をより早く､ より多く皆様にお届けすることができる仕組みを

加えた新ホームページ "Current Awareness Portal" を去る３月から試験的に提供し

ていましたが､ 試行期間を終え､ ６月から正式に提供を開始しました｡

Current Awareness Portalは､ これまでと同様 『カレントアウェアネス』 『カレ

ントアウェアネス－Ｅ』 『図書館調査研究リポート』 などの全文をご紹介するほか､ 図

書館界の話題をリアルタイムでお伝えする 『カレントアウェアネス－Ｒ』､ 図書館関連

ニュースサイトや各国の図書館へのリンクを集めたリンク集､ 国内外の図書館関連ウェ

ブサイトから収集した情報をまとめてご紹介する 『LIS Headline』 を新メニューとし

て加えました｡

特に､ 『カレントアウェアネス－Ｒ』 は､ 日々報じられる各国の図書館界のニュース

をリアルタイムでお伝えするだけではなく､ すべての記事を RSS (サイトの更新情報

を自動で配信する機能) でも配信しますので､ より手軽にニュースを入手できます｡

図書館のことをもっと知りたい皆様のお役に立てるような情報を､ ｢より速く｣ ｢よ

り多く｣ そして ｢よりわかりやすく｣ ご提供していきますので､ 是非ご活用ください｡

また､ ご意見・ご要望などありましたら Current Awareness Portalのご意見フォー

ムまたは電子メール [chojo@ndl.go.jp] にてお寄せ頂ければ幸いです｡

(関西館事業部図書館協力課調査情報係)���������������������� ���：����������������������������
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国立国会図書館遠隔研修を開始しました

当館では､ 国内の各種図書館職員の方を対象に､ さまざまな研修を実施しています｡

これらの研修には高い評価をいただいていますが､ 参加人数や時間等に制約があるた

め､ 参加者が限られていました｡ そこで､ より広く多くの方が参加できるよう､ 遠隔

研修 (いわゆるｅラーニング) の導入を進めてきました｡

このたび開始した遠隔研修は､ 図書館職員の方を対象に､ インターネットを通じて､

自学自習型の研修を提供するシステムです｡ インターネットを利用できる環境があれ

ば､ いつでも､ どこからでも受講することができます｡

教材第一弾は ｢資料保存の基本的な考え方｣ です｡ 下記 URLでご登録の上ご参加

ください｡

＜ 国立国会図書館遠隔研修ポータルサイト ＞

https://tlms-p.ndl.go.jp/library/html/portal.html

＜ 募集期間 ＞

第１期：平成18年６月１日(木) から 平成18年８月31日(木) まで

第２期：平成18年11月１日(水) から 平成19年２月28日(水) まで

＜ 開講期間 ＞

第１期：平成18年６月１日(木) から 平成18年９月30日(土) まで

第２期：平成18年11月１日(水) から 平成19年３月31日(土) まで

今後も､ 図書館職員に必要な基礎知識・技術の養成に役立つ教材を追加していく予

定です｡ 皆様の研修への参加をお待ちしています｡

(関西館事業部図書館協力課研修交流係)
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お 知 ら せ
プレコンファレンス ｢アジアにおける資料保存｣ プログラム

セッション１日目 アジアにおける資料保存の諸問題

｢アジアにおける IFLA/PACコア活動｣

クリスチャン・バリラ (IFLA/PAC国際センター長､

フランス国立図書館)

｢東南アジア諸国における保存教育｣

ジョン・ディーン (元コーネル大学図書館資料保存部長)

｢東南アジアにおける保存活動・協力の諸問題とその未来｣

ルジャヤ・アバコーン (元チェンマイ大学教授)

｢アジアの紙資料とパームリーフ (貝多羅葉) の修復

O.P.アグラワル (インド文化財保存機関協議会会長)

セッション２日目 アジアにおける文書遺産のマイクロ化・電子化

｢中国における新聞のマイクロ化・電子化｣

李春明 (中国国家図書館逐次刊行物部主任補佐)

｢ネパールにおける保存協力：研修からパームリーフ資料の電子化まで｣

アジア文化財保存修復会､ 国立国会図書館＊

｢文書遺産の保存のための媒体変換｣

コリン・ウェブ (IFLA/PACオセアニア・東南アジア地域センター

長､ オーストラリア国立図書館)

＊発表者は､ IFLA/PACアジア地域センター長 (国立国会図書館) です｡

なお､ 両セッションとも､ 日本語・英語による同時通訳がつきます｡

IFLAソウル大会､ このほかの取り組み

プレコンファレンスのほかにも､ 国立国会図書館は IFLAソウル大会に際

して次のような取り組みを行います｡

・分科会およびサテライトミーティングにおけるペーパー発表

・展示会への出展 (当館事業の紹介)

・国際子ども図書館等のプロフェッショナルツアー＊

＊日本図書館協会と共催｡ 対象は IFLAソウル大会児童・青少年サービス分科会お

よび読書分料会常任委員会参加者等とし､ 一般の募集は行いません｡
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お 知 ら せ
IFLAソウル大会プレコンファレンス

｢アジアにおける資料保存｣ を開催します

本年８月20日から24日にかけて､ 韓国ソウルにおいて国際図書館連盟 (IFLA) の

年次大会 (WLIC) が開催されます｡ これは､ 1986年の東京大会､ 1996年の北京大会

につづく､ 東アジアとしては３回目の IFLA年次大会です｡ この機会に国立国会図書

館では､ IFLA資料保存分科会､ IFLAアジア・オセアニア分科会､ IFLA/PACコア

活動 (IFLA資料保存コア活動) との共催で､ ｢アジアにおける資料保存｣ をテーマと

するプレコンファレンスを開催します｡ アジアを含む世界各国の資料保存の専門家に

よる講演を通じて､ 危機的な状況にあるアジアにおける資料保存の実態を把握して保存

ニーズを明確にし､ 保存協力の在り方について広く関心を喚起したいと考えています｡

プログラムは､ 右ページをごらんください｡

■日 時：８月16日 (水) 13時～ 17時

８月17日 (木) 10時～ 12時40分

■会 場：国立国会図書館東京本館 新館講堂

■定 員：各セッション200名 (先着順)

定員になり次第締め切ります｡

■申込方法：当館ホームページ掲載の参加申込票 (トップページ

http://www.ndl.go.jp/―トピックス ｢IFLAソウル大

会プレコンファレンス｣ ―申込方法) にご記入の上､

E-mailまたは FAXで下記までお申し込みください｡

参加の可否については必ずご連絡します｡ 参加費は無

料です｡

■申込み・お問合わせ先：

国立国会図書館収集部資料保存課

E-mail：preconf@ndl.go.jp

FAX：03-3592-0783 TEL：03-3506-3356

543号／2006⑥ 国立国会図書館月報― 43―



検索例：次の引用文献に掲載されている会議録が見たい｡

T.E. Mitchell, R.A. Youngman, Proc. of the 7th Int. Conf. on High Volt

age Electron Microscopy, Berkeley, 16-19 August, 1983, p.163, Lawrence

Berkeley Laboratory report, LBL-16031.

① レポート番号が記載されていることから､ テクニカルレポートであると推測

されるので､ NDL-OPACの ｢規格・リポート類の検索/申込み｣ で ｢LBL-16031｣

を [リポート番号] 欄に入力して検索｡

② テクニカルレポートとしてヒット｡ NDLでの所蔵を確認｡

＜欧文会議録の利用＞

単行書として受け入れた会議録の半年間の利用状況を集計し､ 次の表１と表２に示

しました｡ 郵送複写の申込は月平均で205件あり､ 関西館に直接来館して利用されたタ

イトルは､ 月平均で81件あったことがわかります｡

＜終わりに＞

灰色文献の代表である欧文会議録は､ 探しにくいですが､ 案外身近な資料です｡ 探

してもなかなか見つからない資料が､ 会議録かもしれないと思われたら､ ぜひあと一

歩踏み込んで NDL-OPAC で調べてみてください｡ ご不明な点は､ 関西館資料案内

(電話 0774-98-1341) までお問い合わせください｡

＜参考文献＞

上田修一, 緑川信之, 芳川智江ほか. "2.3 会議資料". 理工学文献の特色と利用法. 勁草書房, 1987,

p.67-79. (ISBN 4-326-04807-7)

大塚奈奈絵, 初川裕子. D 会議資料. 科学技術文献サービス. 100-101, 1993, p.42-47

西尾初紀, 大塚奈奈絵. "8 会議録". 情報探索ガイドブック. 勁草書房, 1995, p.143-164. (ISBN 4-

326-00015-5)

池田貴儀. 科学技術分野における会議録の収集と提供. 情報の科学と技術. 55(5), 2005, p.219-223

World scientific meetings schedule. A&I, 2006

(関西館資料部文献提供課 山
やま

下
した

ユミ)

543号／2006⑥国立国会図書館月報 ― 44―

表１ 欧文会議録の郵送複写申込件数と図書館間貸出件数 (2005年10月～2006年３月)
※請求記号がM15-､ M17-､ M18-で始まる資料の件数｡ 謝絶件数を除く

05/10 05/11 05/12 06/01 06/02 06/03 合計 月平均

郵 送 複 写 ／ 貸 出 279/1 215/4 167/2 196/3 212/6 160/2 1,229/18 205/3

表２ 関西館所蔵の欧文会議録の利用件数 (2005年10月～2006年３月)
※請求記号がM17-で始まる資料の件数

05/10 05/11 05/12 06/01 06/02 06/03 合計 月平均

関 西 館 で の 閲 覧 94 113 108 68 34 68 485 81

関 西 館 で の 複 写 42 35 38 38 19 27 199 33

東京本館への取寄せ 10 10 8 8 4 13 53 9



の入力にはたとえば第４回の場合､ fourth, 4th, IV などの表記の違いを考慮

する必要があります｡

図１ NDL-OPACの検索方法

２. 雑誌に掲載されている場合� NDL-OPAC の ｢一般資料の検索・申込み｣ をクリックして､ 資料群のチェック

ボックス ｢洋雑誌新聞｣ をチェックする｡� 雑誌名を [タイトル] 欄に入力して検索する｡� ｢所蔵詳細/申込み｣ ボタンをクリックし､ 探している会議録が掲載されている巻

号を所蔵しているかどうかを確認する｡

検索例：｢The 10th International Conference on Rapidly Quenched and

Metastable Materials｣ の会議録に掲載されている論文を見たい｡

① この会議の会議録は ｢Materials science and engineering｣ の Vol.A 304-

306 (2001) に掲載されていることを､ この会議のWeb サイトから確認｡

② NDL-OPAC ｢一般資料の検索・申込み｣ で､ ｢洋雑誌新聞｣ にチェックして

｢Materials science and engineering｣ を検索｡ セクションＡの書誌を選択｡

③ ｢所蔵詳細/申込み｣ 画面で､ 304/306の所蔵を確認｡

３. テクニカルレポートの場合� NDL-OPACの ｢規格・リポート類の検索/申込み｣ ボタンをクリックする｡� レポート番号を入力して､ 検索する｡

※レポート番号がわからない場合は､ 二次情報データベース等で確認します｡
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があります｡

国際会議の場合には､ 開催地や事務局が毎回異なるために､ 記載される情報が統一

されていないことがあります｡ 例えば､ 表紙に記載されている会議名が､ 正式名称の

ことも略称のこともあります｡

現物に記載された事項が多様になると､ 図書館の目録データも一様ではなくなりま

す｡ また､ 雑誌論文の参考文献に掲載されている情報から原資料を探す場合にも､ 引

用のされ方が様々で､ 会議録であることを突き止めにくいことがあります｡

以下の単語は､ 会議録のタイトルによく含まれているキーワードです｡

Congress Conference Lecture Meeting Papers

Proceedings Seminar Transactions Workshop

お持ちの情報に､ 上記の単語や､ 回次 (first, 2nd, III など)､ 開催地､ 開催国など

の記述がある場合､ 会議録である可能性が高いので､ 着目してみてください｡

＜会議録の検索＞

◎二次情報 (索引誌､ データベース等) を使って

会議で発表された研究の著者やタイトルがわかっている時､ その研究がどこの会議

で発表されてどの会議録に掲載されているかを調べるためには､ 抄録索引誌やデータ

ベース等の二次情報を利用します｡ しかし､ 欧文会議録に掲載された論文については､

二次情報への収載率があまり高くないのでご注意ください｡ 雑誌に掲載されているも

のの多くは､ 雑誌論文等を対象にしたデータベースで検索可能です｡ その他､ 主に会

議資料を収録している二次情報としては､ 次のようなものがあります｡

● Index to Scientific and Technical Proceedings (ISTP)

科学技術分野の会議資料を収録対象としている冊子体の索引誌

● ISI Proceedings

1990年以降に開催された世界中の国際会議の内容を検索できるデータベース

● BL inside web

英国図書館で1993年以降に受入れられた会議録の内容を検索できるデータベース

◎NDL-OPAC (国立国会図書館蔵書検索・申込システム) を使って

お探しの欧文会議録を NDL で所蔵しているかどうかは､ NDL-OPAC で検索でき

ます｡ 検索方法は､ 発行形態によって異なります｡ 判断が難しい場合は､ いくつかの

方法を試してみてください｡

１. 図書・モノグラフシリーズの場合 (図１)� NDL-OPAC の ｢一般資料の検索・申込み｣ をクリックして､ 資料群のチェック

ボックス ｢洋図書｣ をチェックする｡� 会議録の書名・会議名・会議名略称・会議開催地・会議開催年月日等の情報を､

[タイトル] 欄か [著者・編者] 欄に入力して検索する｡ (図１では､ 会議名を [タ

イトル] 欄と [著者・編者] 欄両方に入力してOR検索をしています)

注意：個々の会議発表論文のタイトルや著者名では検索できません｡ また､ 会議回次
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から購入しており､ 欧文会議録の毎年の購入件数は約3,000件前後で推移しています｡

会議録は､ 基本的に会議の参加者を対象として刊行されるため出版部数が限られて

いることから､ 入手が難しい資料です｡ しかし､ ISBNや ISSNを付けられて商業ルー

トに乗る会議録もあり､ NDLでは､ そういった会議録を中心に購入しています｡

購入する会議録の選択は､ 政府の ｢科学技術基本計画｣ 等､ 国の方針を参考にしな

がら進めており､ 近年は､ ライフサイエンス､ 情報通信､ 環境､ ナノテク・材料の４

分野を重点的に収集しています｡ 購入のほかに､ 国際交換や､ 寄贈､ 納本でも入手し

ています｡

NDLでは､ 欧文会議録を原則として関西館に配置しています｡ ただし､ 1984年以前

に受け入れたものや､ 国内で刊行されたものなどは､ 東京本館に配置しています｡

＜欧文会議録の特徴＞

会議録は､ 単行書､ モノグラフシリーズ (シリーズものの図書｡ ここでは主として

会議録のために発行されるシリーズを指す)､ 雑誌 (毎号様々な会議の会議録を掲載す

る雑誌がある)､ あるいは学会誌などの学術雑誌の１巻号や増刊号・特集号､ テクニカ

ルレポート等､ いろいろな形態で発行されます｡ 最近は､ CD-ROMやオンラインな

ど､ 電子媒体で発行されるものも増えてきました｡ 掲載される内容も､ 会議で発表さ

れた研究の一部だけを選択して会議録としたり､ 複数の会議録を集めて１冊の単行書

として発行することがあります｡

また､ 多くの学術雑誌は査読者によるチェックを経て刊行されるのに比べ､ 会議録

は査読を経ずに発行されることが多いことから､ 会議録に掲載された論文は学術雑誌

への掲載に比べると正式な発表ではないとみなされることもあります｡ そのため､ 会

議録に掲載された論文が､ その後改めて､ 学術雑誌の一論文として発表されることも

あります｡

各発行形態の欧文会議録の一例を挙げます｡

○ 単行書

Solar engineering 2005 <当館請求記号 M17-06-643>

○ モノグラフシリーズ

Neutrinos and explosive events in the universe. (NATO science series. Series

II, mathematics, physics and chemistry ; 209) <当館請求記号 M17-05-259>

○ 雑誌の１巻号

Materials science & engineering. Vol.A 304-306 (2001) <当館請求記号 Z53-

M349>

○ テクニカルレポート

VECPAR 2000: 4th International Meeting on Vector and Parallel Processing

<当館請求記号 LS-AD-A386984>

発行形態が多様であることで､ 書誌事項も多様になります｡ 単行書の会議録の場合

は固有のタイトルをつけて発行しているために会議の名前がわからない､ 雑誌に掲載

されている会議録の場合は１巻号として出版されているため見つけにくいということ
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第６回 科学技術資料―欧文会議録

【連載目次】

１. 科学技術資料－はじめに (538号)

２. 洋雑誌 (539号)

３. 国内博士論文 (540号)

４. 文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書 (541号)

５. 科学技術資料－海外博士論文 (542号)

６. 科学技術資料－欧文会議録 (本号)

７. 科学技術資料－学協会ペーパー (次号)

８. 科学技術資料－テクニカルレポート

９. 科学技術資料－規格資料

10. アジア資料

＜はじめに＞

図書館に､ 国内外の会議での研究発表を探している利用者が来館することがありま

す｡ お持ちになっている論文コピーの参考文献部分には､ 学会名や会議名が入ってお

り､ 会議発表のようです｡ しかし､ 図書館員がその研究に関する資料を探し出し､ 利

用者に資料を示すことができるとは限りません｡ その理由のひとつは､ 会議での発表

が､ 論文として出版物に公表されているとは限らないためです｡ また､ 存在したとし

ても､ 会議資料はとても探しにくいのです｡

今回は､ 入手や検索が困難な ｢灰色文献｣ のひとつである会議資料のうち ｢欧文会

議録｣ をとりあげ､ 資料の概要と検索方法を紹介します｡

＜欧文会議録とは＞

研究者が学術研究の成果を発表し合う ｢会議 (または学会)｣ は､ 迅速な情報伝達が

可能であり､ また研究者同士が同一の場で情報交換可能であることから､ 学術コミュ

ニケーションの一形態として盛んになってきました｡ 2006年に開催が予定されている

おもな国際会議は､ 理工分野だけで2,000以上に上ります｡

会議に関する資料には､ 会議開催通知､ プログラム､ 抄録集､ プレプリント､ 学協

会ペーパー､ 会議録等があります｡ その中で会議録 (Proceedings) は､ 会議時に発

表された論文の全文または一部を収載して､ 会議後に刊行されるものです｡

なお､ 国立国会図書館 (以下NDL) の所蔵する資料群としての ｢欧文会議録｣ は､

ヨーロッパ諸国の言語 (主として英語) で書かれた､ 国際会議の会議録を指しています｡

＜欧文会議録の収集と所蔵状況＞

現在NDL では､ 単行書として受け入れているものだけで７万件以上の欧文会議録

を所蔵していますが､ これは国内では最も充実している会議録コレクションの一つで

す｡ 会議録を含む科学技術資料は､ ほかの資料購入予算とは別の科学技術関係資料費
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本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は､ それぞれ筆者の個人的見解であることをお断
りいたします｡ 本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には､
事前に当館総務部総務課に連絡してください｡ 本誌517号以降､ PDF 版を当館ホームページ
(http://www.ndl.go.jp ― ｢刊行物｣ ― ｢国立国会図書館月報｣) でご覧いただけます｡

表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

利用できる人 どなたでも利用できます (ただし資料室は満18歳以上の方)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 時 間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､

年末年始､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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Uchigiki by Shinmi Masamichi (Random notes on rare books,

460)
Open symposium: Library reformation in the digital era

- challenges and prospects 1
NDL Activity Evaluation FY2006 - Evaluation results of FY2005

and setting of new objectives 16
Evaluation of service standards for FY2005 35
Service standards for FY2006 37

Tidbits of information on NDL 10

Books not commercially available 11

Monthly official report 12

Publications from NDL 14

Visitors to NDL 15

Collections of the Kansai-kan (6) 48

＜Announcement＞

Announcement of regular exhibition 10

2005 version of the National Diet Library List of Subject Headings

now updated 38

Announcement of Children's Day for Visiting Kasumigaseki 38

Summer event of the International Library of Children's Literature:

Fun with science "Enjoying a variety of sounds - making

instruments with things near at hand" 39

The International Library of Children's Literature - During consecutive

holidays in May, more than 3,000 visitors in two days 39

Assist your investigations and research on libraries -"Current Awareness

Portal" now open to the public 40

NDL remote training program starts 41

Pre-conference of IFLA 2006 Seoul "Preservation and conservation in
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